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第 1節: 日本における児童虐待の現状 

 

現在の日本社会において、児童虐待は極めて重大な問題となっている。平成12年に制定された「児童虐

待の防止等に関する法律」では、「児童虐待」とは、保護者（親権を行う者、未成年後見人その他の者で、児

童を現に監護するものをいう。以下同じ。）がその監護する児童（十八歳に満たない者をいう。以下同じ。）に

ついて行う、児童に対して害を及ぼすような行為と定義されている。 

児童虐待は、一般に身体的虐待、性的虐待、ネグレクト、心理的虐待の大きく 4 種類に分けられている

(Daro, 1988)。 

身体的虐待とは、子どもの身体を直接的に傷つける行為である。直接的に子どもの命に関わること、一般

に虐待といえばこのようなタイプの虐待を想像しやすいこと、また、外傷が残るために他者から発見されやす

いということもあり、社会的にも最も早く注目されてきた虐待である。 

性的虐待とは、子どもに対して性的に不適切な関わりをすることである。このタイプの虐待では外側から見

える外傷が少ないことや、もし誰かに話したら家族がばらばらになるなど、脅して秘密にするよう強要されるこ

と(西澤, 1997)、子ども自身がそれを恥じることなどから発覚しづらいと考えられている。 

ネグレクトとは、子どもに対して必要な世話を行わないことを指す。身体的虐待と同様に、こちらも直接的

に子どもの命に関わる虐待である。 

心理的虐待とは、子どもの身体ではなく心を傷つける行為である。繰り返される暴言や中傷、脅しやのの

しり、他のきょうだいとの差別や無視、夫婦間のドメスティック・バイオレンス(以下 DV)を目撃させることなどが

該当する。 

児童虐待は、日本においても年々大きな問題となりつつある。2012 年度の児童相談所による虐待への対

応件数は 66,807件（速報値）で、過去最多を更新し続けている(厚生労働省, 2013)。また、東日本大震災の

被災地において増加傾向が目立っており、福島県では震災前の 2009年度の発生件数(厚生労働省, 2011)

と比較して、津波被害や避難等によって人口が減少しているにも関わらず、全国平均よりも高い増加率を示

した。 

勿論、児童に対する虐待はずっと昔から存在するが、子どもを養育者による虐待から保護するという社会

的な了解は長らく存在せず、日本において、児童虐待の防止等に関する法律が制定されたのはわずか 14

年前、2000 年のことである。1980 年代前半頃には、虐待という言葉すら一般的ではなく、保護者が子どもに

暴力をふるっていたとしても、「よそ様」が口出しすべきではないという風潮が強かったと西澤 (2010)は述べ

ている。 

しかし近年、ようやく「児童虐待」という問題の存在が、少しずつ社会の人々に浸透しつつある。児童虐待

の通告件数が増加しているのは虐待そのものの増加のみが原因ではなく、今まで通報されなかった事例が

表に出るようになったということも大きいだろう。虐待の危険因子についてもいくつもの研究がなされており、

精神疾患や人格の歪みのような親個人の要因だけではなく、不安定な就労や貧困、離再婚などの家族関

係の変動や社会的孤立といった社会・経済的要因からも検討がなされている(森田, 2006; 松本, 2010)。東

日本大震災後の被災地における虐待率の増加についても、震災によって起きた問題やストレスが影響を及

ぼしていることが予想される。その他、障害などの子ども自身が抱える困難も、虐待の危険因子のひとつとな

る(杉山, 2007; 田中, 2008)。また、子どもを虐待する親自身が、自らも子どもの頃に虐待されていたケースも

非常に多い(Oliver, 1993; 八木ら, 2007)。これらの要因が様々に重なり合い、虐待という悲惨な出来事が引

き起こされると考えられるようになってきている。 
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第 2節：被虐待児童の社会的困難 

 

虐待を受けた子どもを救出するだけでは、虐待による被害は終わらない。虐待というトラウマを抱えた子ど

もが、無事に保護された後も、様々な社会適応の困難や、精神的な問題を抱えてしまいやすく、更にその影

響は本人だけでなく、周囲の人々、更に世代を超えて残ることは、まだ十分に知られているとは言えない。例

えば、非行少年には虐待の被害経験者が非常に多い(岡田, 2002)。周囲との人間関係に苦しみ、学校にも

うまくなじむことができずに、不登校やいじめ、校内暴力といったトラブルに巻き込まれることも少なくない。里

親家庭での家庭内暴力や、児童養護施設内での職員や他の子どもへの暴力(森田, 2011)も極めて重大な

問題となっている。他人へ向く暴力だけでなく、リストカットなどの自傷行為も頻繁にみられるほか、不特定多

数との性的関係や売春などの性的逸脱行動も珍しくない。 

このような状況下で、虐待を受けた子どもに対する保護後の支援は、未だ不十分である。本来、家庭で十

分な養育を受けられなかった子どもに対しては、虐待を受けていない子どもよりも、その傷つきに配慮したよ

り手厚い養育が必要なはずである。しかしながら、現在、虐待を受けて保護された子どもの 9 割が、児童養

護施設等の福祉施設で生活しており(厚生労働省, 2013)、少人数の一定ではない養育者が、大人数の子ど

もたちの世話を行うという集団生活を送る状況となっている。ほとんどの先進国では、要保護児童のうち、一

般家庭で里親によって養育されている比率が半数以上であり(厚生労働省, 2014)、そういった国々と比べ、

極めて粗末な状況である。このような状況では、特定の養育者との間に安定した愛着を形成することは難し

い。養護施設で育てられた子どもと、里親に養育された子どもでは、他人との関係の築き方などの情緒面だ

けでなく、その後の知能指数にまで差が生じるという研究もある(Nelson et al., 2013)。さらに、施設の職員や

里親といった人々から虐待を受けて更なる身体や心の傷を負うという悲惨な例も後を絶たず、こちらの報告

数も年々増加している(畑山, 2014)。 

虐待・ネグレクトという劣悪な養育環境で育った人々の困難は成人になっても続く。家族からの支援が情

動的にも経済的にも期待できないことによる直接的な弱さは勿論、就労継続の困難や、離再婚や同棲を繰

り返すなどの不安定な家庭状況に陥りやすいことや、犯罪、種々の依存症や様々な精神疾患、DV の加害

や被害のリスクファクターであることも明らかとなっている(Anda et al., 2006; Teicher, 2010; 友田, 2012; 八木

ら, 2007)。暴力団の鉄砲玉や性風俗産業のように、反社会的組織等から搾取される立場にも陥ってしまい

やすいとも言われている。彼らのこのような社会的困難は本人や周囲の人々だけが苦しむわけではない。こ

ういった困難を放置し、虐待を受けた子どものケアをないがしろにすることは、その子どもたちへの虐待の連

鎖を始めとして、本人だけでなく周囲の人々へ困難が拡大することにも繋がる。更に、社会全体に与える影

響も見過ごせない。精神疾患やアルコールや煙草等の物質濫用がもたらす医療費や生活保護費等の社会

保障費の増大、教育程度の低さや意欲の低さ、安定した就労が困難なことによる納税額の減少、非行や犯

罪による被害とその更生に関わる費用、そして虐待が次世代へと連鎖することなど、社会的、経済的にも大

きな損失をもたらす(和田, 2011; Gelles and Perlman, 2012; 和田, 2013)ことに、多くの人々が気付かずにい

るのではないか。虐待が縦断的にも横断的にも様々な問題と繋がっている、社会全体に大きく関わる問題で

あるにもかかわらず、「被害者ひとりひとりのこころの問題」とだけとらえられてしまうことも、結局は多くの人に

とっては他人事と考えられてしまい、社会において、児童虐待が身近な問題としてとらえられにくくなる要因

のひとつではないだろうか。そして、その結果、社会の関心が十分には高まらず、児童虐待の被害者に対す

る支援が進まなくなってしまっているのではないかということに、臨床の最前線で直接支援に関わる人たちで

あっても、気付いていない人が少なくはないと思われる。確かに、臨床の場面で子どもたちの示す状態像や
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受けた被害は千差万別であり、ひとりひとりに向き合って、それぞれに適した接し方が求められる。「虐待を

受けた子ども」というひとくくりで、日々直接関わっている子どもたちを扱ったり、彼らが抱えている問題を社

会経済的な視点からとらえることに抵抗があるのは想像できる。しかし、社会全体の問題として児童虐待をと

らえるためには児童虐待が種々の社会問題と関連していることを示すことが必要である。 

そしてその解決のために虐待を受けた子どもによくみられる状態像を示すことは、極めて重要であるだろ

う。 

たとえば、虐待を受けて保護された子どもは、保護直後はおとなしく、周囲の大人らに対して良い子として

振る舞うが、暫くして環境に慣れてくると、反抗などの様々な問題行動を噴出させることが多いことが知られ

ている。このようなことに知識なく直面した養育者や支援者は戸惑い、困惑するだろう。彼らの振る舞いを理

解できないことや、彼らの行動は養育者に大きなストレスや無力感を感じさせ、仕事への自信と意欲を奪い、

それは彼らへの愛情を減衰させることや、最悪の場合、しつけという名目の暴力や暴言、そして虐待へと繋

がってしまう可能性もある。しかしそのことについて事前に知識があれば、ある程度の心の準備はでき、子ど

もたちに対して適切に接することができるようになるかもしれない。また、経験豊富な支援者は、子どもたちの

示す特徴に対して深い知識と、職人芸とでも呼ぶべき感覚を持っており、素晴らしい実践を行っている。一

方で、誰でも最初は経験のない新人である。しかし子どもたちにとっては、たとえ相手が新人であれベテラン

であれ、その人物が支援者であることに変わりない。また、2012 年度に報告された施設内虐待の施設職員

や里親による虐待では、加害者の半数が、実務経験が 5 年未満であった(畑山, 2014)。年数が浅いために

隠蔽工作が不十分であり、ベテランの支援者による虐待よりも発覚しやすいだけであるかもしれないが、その

キャリアの最初期に対応した子どもたちが予想していたものと違う振る舞いをしたがために困惑し、うまく対処

することができずに、虐待に繋がってしまう例もあるのではないだろうか。 
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第 3節：「虐待を受けた子ども」の特性を共有可能にする意義 

 

経験や職人芸のような感覚は、本人が時間をかけて身につけていくしかないものであるし、ある程度は天

賦の才能であろう。しかし、客観的な指標を用いた測定を行うことで、虐待を受けた子どもの示す特性を共

有可能な知識とし、支援者の育成・教育に生かしていくことができれば、その基礎の部分の底上げをするこ

とができ、全体の支援の最低限の質を向上させることができるのではないか。経験によってその個人が獲得

するものと、先人たちの積み重ねてきた知識は車の両輪であり、本人がまだ経験していない、あるいは本人

が経験することのできない部分を、共有の知識によって補うことができるのが教育の力であるはずだ。しかし

それぞれの経験は、あまりにも多種多様である。もちろん、ひとつとして同じ事例は存在しない。だからこそ

経験や才能が不可欠であるが、あまりにも千差万別な経験は初心者を困惑させたり、極端な事例ばかりを参

考にさせたりするかもしれない。虐待を受けた子どもがよく示す状態像を示すことは、理解や思考、学習のし

やすさを向上させる可能性がある。臨床からの報告で多く述べられている彼らの特徴について、関連する量

的な指標、たとえば、頻繁に報告されている他人とのコミュニケーションの困難さであれば他人の感情を理

解する能力に関わる指標を測定し、その結果を優れた臨床家がこれまでに述べてきた像と照らし合わせ、虐

待を受けた子どもがよく示す特徴を描き出すことができれば、先人たちのすばらしい経験を、もっと誰にでも

理解しやすい共有知とすることができ、それはより有意義な教育のための力とできるのではないか。そしてそ

れは支援者らの教育、あるいは心の準備に役立つだけではない。虐待を受けた子どもによく見られる状態

像を示すことは、全体としての支援方法の改善にも繋がる。なぜならば、個々の事例への対処法はそれぞれ

に向き合うことで身に付き、形成されていくものであるが、全体としての「虐待を受けた子ども」への対処、とい

う考えを生み出すためには、多くの人々が共通してイメージできる、統一された像がなくてはならない。それ

を様々な視点から考察し、議論し、検討を行うことによって、より共有知として豊かにしていくことができる。も

ちろん個々の事例への対処には、それだけでは不十分である。しかし、それを基礎に置くことで、ゼロからで

はなく、数歩進んだところから、その実践を始めることができると期待される。 

このように、子どもたちのためにも、支援者のためにも、社会全体のためにも、虐待を受けた子どもたちに

よくみられる特徴を共通の指標を用い、統計的手法を用いて明らかにすることは、接し方や治療法、有効な

支援の方策を考えるため、ひいては被虐待児の支援臨床についての知を体系化する上で必要不可欠であ

ろう。被虐待児がよく示す特性に対する知識を深めることは、周囲の人々が彼らに支持的に接する上で大き

な助けとなり、彼らの負担を減らし、子どもたちのより良い福祉の助けとなるはずである。更に、表に出ている

特性だけでなくその原因を明らかにすることで、より高度な支援の開発へとつなげていくことも期待できる。 

そこで本研究では、これまでの臨床場面や量的な指標を用いた研究から得られた知見をまとめ、それらで

観察、報告された傾向に関連する量的な指標の検討を行う。そうすることによって、「虐待を受けた子ども」の

ひとつの像を描き出し、支援者の教育や、これからの研究のさらなる発展の礎とすることを目指す。 
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第 4節：虐待を受けた子どもの社会的認知 

 

人間には様々な側面があるが、本研究では特に虐待を受けた子どもたちの示す特徴のうち、特に社会で

他者と関わりあって生活する上で重要な役割を果たしていると考えられる認知に着目した。これまでに示し

てきた、虐待を受けた子どもたちが生涯にわたって示す困難の多くは、社会で人と関わる場において生じて

いる。たとえば、学校や職場、児童養護施設はそれぞれがひとつの社会である。これらの場において、彼ら

は他の構成員としばしば衝突するのは先に述べてきた。虐待を受けた子どもは、保護され、里親家庭や施

設等で加害親に脅かされない生活を送るようになった後にも、学校をはじめとした社会生活に於いて、様々

な困難を示すことが知られている。周囲の人々とうまくやっていくことに困難がみられ、学校では孤立しやす

く、クラスに溶け込めなかったり、不登校や引きこもりも頻繁にみられる(戸田, 2010)。さらに、彼らが示す社会

的な困難には被害や加害を伴うものも少なくなく、本人のみならず周囲にとっても非常に大きな困難をもたら

す。校内暴力の加害者には家庭環境の困難や、虐待の被害が多くみられ、逆にいじめなどの被害にも遭い

やすいと言われている。また、児童養護施設内では、子ども同士の間の性加害や、施設の職員に対する暴

力が問題となっている(森田, 2011)。その結果、彼らが家庭において虐待という背景を抱えていることがわか

っているにも関わらず、教師から問題児とみなされて支援を得られなかったり、それどころかクラスから疎外さ

れたり、あるいは施設の職員や里親といった、本来彼らを守らなければならないはずの人々から、再び虐待

を受けてしまうような悲惨な例も後を絶たない。成人後も離再婚や別居、同居を繰り返すなどの不安定な家

族関係が多くみられるほか、職場などでもトラブルを起こしやすく、仕事が長続きしないとも言われる。非行

少年や犯罪者には虐待の被害者が非常に高率でみられるが(岡田, 2002)、しかし同時にそういったことの被

害にも遭いやすいと言われる。配偶者間暴力の加害者にも被害者にもなりやすいこともわかっている(八木ら, 

2007)。このような困難は本人を苦しめるのみならず、周囲の人々や、社会にとっても大きな負担となる。生活

保護や医療場面などなんらかの形で支援を受けている者も非常に多いが、ソーシャルワーカーなど支援者

との関わりにおいても、意思疎通の困難や、理不尽な攻撃性を示すことが珍しくないといわれる。それは支

援の効果を十分に発揮できないことや、支援者らのやる気を削いだり、あるいは支援者の心身の安全を脅

かすことにも繋がりかねない。また、これらのトラブルによる直接の不利益だけでなく、そもそも日々の中で他

者との交流に困難を抱えることは、大きなストレスとなり、それは精神や身体の疾患の一因ともなっているだ

ろう。 

彼らが生きていく上で示す困難の中で、社会生活をうまく送ることができないことによって生じているものは、

虐待によって直接身体に負わされた傷によって起こる後遺症のような身体的な困難に起因するものよりも、

遥かに多いだろう。 

このような社会的な困難の原因は、どこにあるのだろうか。社会とは、複数の人間が互いに関わりあって生

きていく場である。社会の中で生きていくためには、他者との円滑なコミュニケーションが欠かせない。虐待

を受けた子どもは周囲との人間関係を上手く構築できずに様々なトラブルを抱えてしまいがちであることは、

臨床の場から多く報告されている。このような対人コミュニケーションの困難は、たとえば就労の継続の困難

や、精神疾患、犯罪といったより大きな社会的な困難に繋がってしまうと考えられる。では何故、対人コミュニ

ケーションが上手くいかないのであろうか。その原因のひとつとして、社会的な認知の困難があると考えられ

る。社会的な場面に適応する上で重要となる認知能力について明らかにすることが、彼らの示す困難の様

相や原因に迫るためには重要であろう。社会的認知とは、人間が社会からの情報を認知する過程、つまり、

人間が周囲の世界や他者を理解する過程のことである。社会的認知には、スキーマと呼ばれる枠組み的知
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識が重要な役割を果たしている。スキーマとは、複数の事柄に対してそれらに共通する“何か”を抽出し、よ

り一般化し抽象化した知識のことである(邑本, 2005)。それを利用することで、人間は限りある認知システムの

リソースを効率良く利用し、複雑な社会の中で膨大な情報を処理しながら生きている。そしてそのスキーマは、

万人に共通なわけではなく、例えば生まれ育った社会的環境や、これまで積み重ねてきた学習経験などか

ら、個々人がそれぞれの環境で効率良く生きていけるように作り上げていくものである。このような認知に問

題が生じると、社会へ適応することの困難を招くのではないか。 

 

第 1項：他者の内的状態の理解 

社会的認知能力の中には、感情や信念といった、他者の内的状態の理解に重要な役割を果たすものが

ある。他者の内的状態の理解は、社会適応に大きな役割を果たしていると考えられる。たとえば、社会で暮

らすには他者へ協力的に振る舞うことが必要不可欠であるが、その協力行動を行うには、他者の信念を理

解することが重要な役割を果たしている(Takagishi et al., 2010)。また、他者とコミュニケーションをする上で、

他者の意図や感情を理解することは必須である。このような点において困難を示す自閉症のある者が、知的

障害を伴わなくとも、他者と関わる場面で様々な困難を示しやすいことも、社会で生きていく上で、このような

他者理解が重要な役割を果たしていることを表しているだろう。 

虐待を受けた子どもが、他者理解に困難を示すことは、多く現場から述べられている。多くの非行少年と

接してきた藤岡 (2001)は、虐待を受けた経験のある非行少年たちが、自分の悲しみにも他人の悲しみに対

しても鈍いことを述べている。被虐待経験が、子どもの他者の感情や信念を理解する能力に与える影響に

ついて、実験的手法を用いて検討した研究がいくつかなされている。他者の信念を理解する能力である心

の理論(Theory of Mind; Premack and Woodruff, 1978)の発達の段階を測定する課題として、誤信念課題

(Wimmer and Perner, 1983)がある。この課題について、Cicchetti ら (2003)は、3歳から 8歳の被虐待経験を

持つ子どもが、同世代の虐待を受けていない子どもよりも、有意に正答率が低いことを示した。Pears ら 

(2005)は、虐待を受けて保護され、里親養育を受けている子どもが、他者の感情を理解する課題(Denham, 

1986)において、虐待を受けずに実親と暮らす子どもと比べて低い得点を示すことを明らかにした。このよう

に虐待を受けた子どもは、他者の内的状態を理解する能力の様々な側面において、困難を示すことが示さ

れている。 

そのうち、本研究では特に、他者の表情から感情を読みとる能力に注目した。他人の表情からその内的

感情を類推・理解することは、対人コミュニケーションにおいて中心的な役割を果たしている(竹原, 2004)。そ

のため、表情の読み取り、理解に困難がある人は、コミュニケーションにおいて大きな問題を抱えることにな

るだろう。勿論、コミュニケーションには顔の表情だけでなく、言語による会話の内容も非常に重要である。し

かし、コミュニケーションや社会適応に困難を抱えやすい高機能自閉症の成人において、定型発達の成人

と比べ、コミュニケーションの際に、顔の表情からの情報よりも言語的な情報を利用する傾向がみられる

(Watanabe et al., 2014)ことからも、顔の表情からの情報が実際のコミュニケーションにおいて重要であると考

えられる。虐待を受けた経験のある子どもは、他者の表情を見た際に独特の認知のパタンを示すことが、い

くつかの研究によって明らかにされている。Camrasら(1988)は、虐待を受けた子どもは表情を区別することが、

虐待を受けていない子どもと比べて苦手であることを示した。また、他者の表情を読みとることだけでなく、虐

待を受けた子ども、虐待した母親ともに、表情の表出が虐待のない母子と比べて苦手であることも示された。

また、母親の表情表出能力が高いほど子どもの表情理解能力が高いことも明らかになった。Ekman ら 

(1976)の基本感情の画像を用いた研究で、Pollak ら (2000)は、身体的虐待を受けた子どもは他者の表情を
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怒り顔であると判断しやすく、ネグレクトされた子どもは悲しみ顔だと判断しやすいことを示した。身体的虐待

を受けた子どもは怒り顔に対して虐待を受けていない子どもやネグレクトされた子どもと比べて敏感に反応

することもまた示されている。Pollak らは、画面の左右どちらかに顔の画像を提示し、その後にターゲット画

像を提示して、ターゲット画像が出た方のボタンを押させる、という課題を行うことで、虐待を受けた子どもが、

怒り顔に向ける注意を測定した(Pollak and Tolley-Schell, 2003)。結果、虐待を受けた子どもは受けていない

子どもと比べて、怒り顔とターゲットが同じ方向に提示された際に反応時間が速く、逆側に提示された場合

には遅くなった。このことは、虐待を受けた子どもは怒り顔に対して素早く反応し、さらにその顔から注意を別

のものへと向けることが難しいことを示している。 

これらの結果から、虐待を受けた子どもは表情理解について独特の特性を示しており、それが社会的な

困難に繋がっている可能性が考えられる。 

そこで本研究の第 1章として、複雑な表情を用いた課題である、目から心を読むテスト(Reading the Mind 

in the Eyes Test, 以下 RMET; Baron-Cohen et al., 2001a; 2001b)を指標とし、より実際の社会でのコミュニケ

ーション場面に即した表情理解能力を測定することを試みた。 

 

第 2項：自閉症的な認知特性の検討 

第1章では、虐待を受けた子どもの他者の感情や表情の理解能力について検討を行うが、他者の表情や

感情を理解することの困難さは、先天的な発達障害である自閉症においてもみられる。虐待を受けた子ども

には、自閉症に類似したコミュニケーションの困難が非常に多くみられると言われている。杉山(2007; 2013)

は、虐待を受けた子どもには、高機能自閉症や注意欠陥多動性障害 (Attention Deficit/ Hyperactivity 

Disorder; 以下 ADHD) のような、知的障害を伴わない発達障害が、一般家庭と比べて非常に高率でみら

れることを示している。杉山は、知的障害のない高機能自閉症の子どもが「わがままな子」とみなされるなど、

誤解や叱責を受けやすいために、それがエスカレートして体罰、虐待につながりやすいと述べている。また、

田中 (2008)も、知的障害を伴わない発達障害のある子どもと親が、周囲の人々との関係において、誤解を

受けるなどの困難を抱え込みやすく、そのストレスが虐待に繋がってしまうと考察している。そのほか、発達

障害のある子どもを持つ親にも、これまで未診断の発達障害がある場合が少なくない(野村, 2013)。親が抱

える発達・認知上の困難は、配偶者や子どもを含む周囲との軋轢の原因になりえたり、適切な養育を行うた

めの能力や知識、技術の不足などによって子どもの養育における困難を招いてしまう可能性がある。それだ

けでなく、親自身がそれまでの生活において、様々なトラウマや二次障害を抱えてしまっている可能性があ

り、その結果として認知に問題や不適切な行動を生じてしまい、虐待の大きな要因となってしまうことも考えら

れる。 

しかし、発達障害のある子どもや親の持つ認知や発達の特性が、虐待を誘発するという一方的な関係ば

かりではないことも、徐々に示されつつある。これまで述べたように、虐待を受けた子どもには、発達障害の

特性を示す子どもが非常に多くみられる。しかしながら、必ずしもそれは本人や親の発達障害が虐待の原因

となるためだけではなく、虐待を受けた結果として、多動・衝動性や、特異なコミュニケーションの困難など、

発達障害に良く似た症状が子どもに生じることが、臨床場面から報告されてきている(杉山, 2007)。有名な例

として、ルーマニアのチャウシェスクによる独裁政治の中で発生した大量の孤児、所謂「チャウシェスクの落と

し子」の事例がある。彼らは非常に劣悪な環境の孤児院において養育されていたが、政権の崩壊後に保護

された後の調査で、極めて高率で対人関係の困難を示し、自閉症と診断された。しかしその後、諸外国の家

庭に養子として迎えられ、適切な環境で養育を受けるうちに、彼らのかなりの割合に対人関係を結ぶ能力の
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劇的な改善がみられ、自閉症という診断がつかない域まで発達を遂げていた(Rutter et al., 2007)。これは、

本来生得的な自閉症ではなかったはずの者が、劣悪な環境におかれるうちに、自閉症に類似した症状を示

すようになり、その状態像が、虐待という環境から救出されて適切な養育を受けることによって大きく改善した

ものであると考えられる。また、虐待を受けた子どもは、ADHD に類似した多動・衝動性を示すことが多いが、

それらに対してはメチルフェニデート等の ADHD には有効である薬剤が効きにくいことがあり、発達障害と、

虐待を受けた子どもにおいてみられる発達障害に似た症状の生物学的なメカニズムは異なっていることが

示唆されている(杉山, 2006; 2007)。 

このような、虐待を受けた子どもに見られる発達障害に類似した、しかし生得的な発達障害とは異なって

いると考えられる状態を指して、杉山登志郎は「子ども虐待という第四の発達障害」と表現した(杉山, 2006; 

2007)。近年、少年による凶悪な非行・犯罪が起きた際に、加害者の少年が自閉症や ADHD などの発達障

害と診断されたと報じられることが多いが、同時に、虐待や重度の貧困などの非常に劣悪な家庭環境で育っ

たことも併せて報じられることが多い。彼らの中には本来は発達障害ではなかった者が、不適切な養育環境

におかれるうちに、発達障害とよく似た症状を示すようになった例が多く含まれている可能性も考えられる。

上述したように、発達障害の特性は育てにくさや周囲とのトラブルの原因となりやすい。それは発達障害そ

のものに限らず、類似の特徴を示す被虐待児でも同様、或いはそれ以上であることが予想される。そのよう

な特性の存在について知られていないことは、周囲の人々が虐待を受けた人々に接する際の困難を大きく

し、施設職員などから再び虐待の被害に遭うなどの大きなトラブルを招く危険性もある。このような事態を防

ぐためには、虐待を受けた子どもの示す発達障害様の状態像やメカニズムを明らかにし、その知識を客観

的な形で示す必要があるだろう。しかしまだその取り組みは、十分であるとは言えない。 

虐待を受けた人々の示す発達障害様症状のうち、虐待を受けたことによって自閉症のような対人関係の

困難を示す症状を、抑制型反応性愛着障害と呼び、対人的相互反応のほとんどにおいて発達的に適切な

形で開始・反応したりできないことが持続している状態と定義される。他人との関わり方においては、過度に

抑制され、非常に警戒するなどの様子を示す。杉山 (2007) は、抑制型反応性愛着障害と高機能広汎性

発達障害との鑑別は、治療を行いながらフォローアップすれば可能であるが、鑑別に平均 1 年がかかると述

べている。しかし、先天性の発達障害と、虐待によって生じる発達障害様症状との間には、生物学的な差異

が存在することは、症状の改善の仕方や薬剤の効果などから明らかであり、被虐待経験のある者に対する

治療や支援には、先天的な発達障害を抱える人へなされるものとは異なった視点が求められるだけでなく、

改善の目標なども異なってくるだろう。できるだけ早く、適切な対応を行う為には、虐待によって生じる発達

障害様症状の特徴を明らかにし、先天性の発達障害と、虐待によって生じる発達障害様症状を弁別するこ

とが必須である。そこで本研究では Baron-Cohen ら (2001c)の開発した自閉症傾向尺度(autism-spectrum 

quotient; 以下 AQ)を利用して、被虐待経験のある子どもと、高機能自閉症の子ども、そして一般家庭の定

型発達の子どもの示す特徴を測定、比較し、その認知の特性を描き出そうと試みた。AQは 5つの下位項目

から構成されており、それぞれの項目が自閉症者によくみられる特徴を測定する指標となっていて、得点が

高いほどそれぞれの特性が強いことを示す。過去の先行研究から、高機能自閉症のある者は合計点及び 5

つの下位項目すべてにおいて、定型発達者よりも高い得点を示すことが明らかになっている(Baron-Cohen 

et al. 2006、 若林ら, 2007)。この点から、AQは自閉症の特性を抽出するのに適した指標であると言え、それ

と類似した被虐待児の発達障害様症状を測定し、その特徴を描き出すことが可能であると考えられる。また、

現在自閉症の症状と、抑制型反応性愛着障害のような被虐待によって生じる発達障害様症状の鑑別は困

難であるが、AQ の得点傾向に両群の間で差異がみられるのであれば、虐待を受けた子どもの認知の特徴
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を明らかにすることができ、発達障害と発達障害様症状との鑑別の指標とすることが期待できるのではない

だろうか。更に、虐待を受けた子どもの自閉症様症状は、適切な養育によって改善しうることが示されている

ことから、養育による変化や回復の指標として用いることもできると考えられる。 

本研究の第 2 章では虐待を受けた子どもと高機能自閉症の子ども、そして一般家庭の定型発達の子ども

の間で AQの得点の比較を行い、その認知的な特徴や差異を描き出すことを目指す。 

 

第 3項：衝動性と時間的感覚 

第 1 章、第 2 章では表情理解能力と、自閉症と関連する認知能力の指標を用いて、対人場面におけるコ

ミュニケーションに関わる認知についての検討を行う。しかし、コミュニケーションに関わる対人認知の問題に

よって生じる問題行動だけでなく、衝動性の高さによって適切でない欲求を制御する能力に欠けていること

も、彼らの社会的な困難を大きくするだろう。被虐待経験を持つ子どもに多動で衝動的な傾向は一般的に

みられ、彼らはスケジュールを立てることなど、将来を見据えて計画的に行動することが苦手である(杉山, 

2007)。杉山はまた、ADHD の子どもは非行に横滑りしやすいと言われているが、虐待を受けていない

ADHD においてはそういった傾向はみられず、虐待を受けた経験のある ADHD の子ども、あるいは虐待を

受けて ADHD に似た状態像を示す子どもにおいて、高確率で非行に走るとも述べている。彼らが示す問題

の中には、薬物やギャンブル、アルコールといった様々なアディクションに陥りやすいというものがあるが、こ

のような困難には、衝動性や近視眼的な傾向が重要な影響を持っていると考えられる。暴力などにおいてそ

の衝動を抑えられないのは勿論、薬物濫用や性犯罪についても社会において我慢すべき衝動を抑えること

ができないという点において同様である。藤岡 (2004)は、薬物濫用と性犯罪について、類似性を指摘して

いる。どちらもその背景に虐待が多くみられること、そして満たされた経験の少ない彼らの欲求は「限り」を知

らないため「満足」もなく、満たされない欲求充足を飽くことなく求めると述べている。しかしその欲求充足を

することは、後々に逮捕・補導や賠償、社会的立場の喪失、アディクションからの脱却ができなくなる、など、

周囲だけでなく自らにも大きな不利益をもたらすことは明らかである。事実、藤岡は薬物濫用者の処遇にお

いて、覚せい剤濫用の長期的・短期的損得について明確にさせるという治療法を行っているが(藤岡, 2001)、

この事例からも、覚せい剤濫用者たちの多くが薬物を使わないことによる将来的な利益、或いは使用するこ

とによって自分が受けることとなる不利益についてはある程度理解・認識できているはずである。にもかかわ

らず薬物の使用によって今すぐに快楽を得られるという状況において、彼らは極めて高い確率で再び薬物

に手を出してしまう。 

このような衝動性については、時間的な感覚の困難さが関わっている可能性がある。これらの衝動性の高

さ、あるいは後先を考えずに目先の快楽や欲求に飛びついてしまう傾向には、被虐待経験を持つ人々の、

将来への展望の描けなさ、未来の不確かさが関係しているのではないだろうか。衝動を制御するには、未来

に対する展望が必要である。未来に対する展望を描くには、過去と現在を踏まえることが必要である。虐待

を受けた子どもの積み重ねてきた時間、過去は、どのようなものであろうか。時間は、客観的には万物に対し

一定に流れる。しかし、それぞれの個人にとっての時間は、万人に等価なものではなく、そしてそれは個人

の中ですら一定ではない。たとえば、幼い頃の一年間は非常に長く感じるが、年を取るにつれて時間があっ

という間に過ぎるようになるというのは、よく言われることである。また、友人と話す楽しい二時間はあっという

間に過ぎてしまうが、二時間の退屈な会議はまるで永劫に続くかのように感じられる。そしてその時間的な感

覚は、本人の置かれた状態や、その気分の影響を受けることが、実験的手法によっても示唆されている。和

田ら (2001)の研究によって、高齢者の主観的時間は、生きがいや楽しみがないことによってより加速する、
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つまり楽しみのない時間は本人にとっては長く感じられるということが示された。このような時間感覚が、虐待

を受けた子どもの示す衝動性や、刹那的な行動と繋がっているのではないだろうか。さらにトラウマティックな

体験は、本人の感覚的な時間の連続性を断ち切ってしまうことも、多くの心理学者や臨床家が実感している

ところである(村瀬, 2005; Terr, 1992)。フランスの心理学者、ピエール・ジャネーは、人格の形成の上での「時

間」の重要性に着目した(Janet, 1929)。ジャネーはある個人を規定するのは、その人の経歴・歴史の統一で

あり、その統一について重要な役割を果たすのは記憶であると述べた。しかしこの記憶の統一において、虐

待のようなトラウマティックな経験を持つ人にしばしば困難がみられる。その最もわかりやすい例が解離性同

一性障害である。この障害は俗に「多重人格」として知られているが、しばしば虐待が引き金となって引き起

こされることがわかっている。この障害においては個人の中での時間と記憶の分断が見られ、人格の統一が

できていない状態にある。ここまではっきりとした分断はないにしても、解離やトラウマ的体験の再体験のよう

な、時間と記憶が統合されていない、或いは正常な時間軸からはずれて蘇るような状態は、虐待を受けた子

どもにおいて頻繁にみられ、これは過去の虐待被害がフラッシュバックして目の前の相手に対して暴力をふ

るってしまう(橋本, 2004)といった、現実の目の前にある時間とずれた時間によって引き起こされる、行動面

での問題とも繋がってしまう。また、ジャネーは子どもや知的障害のある人物において、他人を認知する際に

人格としての統合がとれていないことを述べている。つまり、時間的な統一のとれなさは、自己だけでなく、他

者と関わる際にも重大な問題を生じると考えられる。虐待を受けた子どもにおいて、極端で不安定な他者評

価や拡散した愛着行動がみられることがあるが、これも時間的な感覚の問題と繋がる部分があるのではない

だろうか。 

そこで第 3 章では、虐待を受けた子どもの時間感覚について、行動経済学で用いられている時間割引率

という指標を用いて測定することを試みた。時間割引率とは、人間においてみられる、現在の利益を未来の

利益と比べて多く見積もる、或いは未来の利益を現在の利益に比べて割り引く傾向の度合いである。人間

にとって、今すぐ得られる利益と、将来得られる利益は、たとえ同じ金額であっても等価ではない。ほとんど

の人は、たとえ客観的には同じ価値であっても、今すぐ手に入る利益を、将来の利益と比べて多く見積もる。

様々な要因によって、将来の利得は今すぐ得られる利益よりも小さく見積もられる。そしてどの程度割り引く

かには、個人差がみられる。その将来の利益を割り引く傾向の大きさを、時間割引率と呼ぶ。時間割引率が

高ければ高いほど、将来の利益を現在の利益と比べて低く見積もる。この割引率には個人差があり、将来の

不確実性などと関連することが示唆されているほか、ADHD の子どもにおいて、高い割引率を示すことがわ

かっている(Luman et al., 2010)。また、時間割引率と様々なアディクションの間には、強い関係がある。喫煙

者を対象とした研究で、喫煙者は時間割引率が高く、そしてニコチンの依存症が重いほど割引率が高くなっ

ていることが示されている(依田, 2010)。 

現在の利益を大きく見積もる傾向について、将来の不確実性や、今目の前にある利益を我慢できないこ

とによって生じると考えられることから、時間割引率によって、被虐待経験を持つ子どもの時間や、将来に対

する感覚を測ることができるのではないだろうか。虐待家庭は、一般の家庭と比べて親の離再婚や転居、転

職や失職、家族の死や失踪といった、生活全般に関わる大きな変化が多く起こる。このような変化の大きい

家庭環境で育っていることや、命さえ危険に晒されているような状況に置かれていることから、彼らにとって

将来の不確実性は、安全な環境で育ってきた子どもたちと比べて大きいことが予測される。また、被虐待経

験を持つ人は性的に早熟であり、結婚や出産年齢が早い傾向がみられることがわかっている(Herrenkohl et 

al., 1998)。これは、危険に満ちた世界において、できるだけ早く多く子孫を残そうという生物としての戦略で

あると考えられるが、このことも、彼らの戦略が短期的なものであることを表しており、長期的に安全であると
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いう予測が立てられない為であると考えられる。このようなことが将来の価値を低く見積もる傾向を生み出し、

衝動的で刹那的な行動に彼らを駆り立ててしまうのではないか。さらに、青少年の道徳的アイデンティティの

獲得には、自分の将来像を描けることが重要であるとも言われている(Damon, 1999)ことから、将来の見通し

の立てなさは、道徳を欠いた行動の多さにも関連してくると考えられる。 

第3章では、被虐待経験を持つ子どもの時間割引率を測定し、虐待を受けていない子どもと比較を行い、

その時間的な認知の特徴を明らかにすることを目的とする。虐待を受けた子どもは、受けていない子どもと

比べて時間割引率が大きいことが予測される。 
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第 5節：本研究の目的 

 

本研究では、これらの 3 つの点、他者の表情を理解する能力、対人的なコミュニケーション場面に関わる

認知、そして時間的な感覚に着目し、これまでに数多く報告されてきた虐待を受けた子どもの臨床的な知見

をまとめ、そして量的な指標を用いた検討を行い、それらの中から「虐待を受けた子ども」のひとつの像を描

き出し、支援の手がかりを得ることを目的とする。 

 

第 1項：本論文の構成 

第 1 章では、他者の表情を理解する能力について、Baron-Cohen ら(2001a; 2001b)の開発した表情理解

課題を用いて、虐待を受けた子どもが、他者の複雑な顔の表情をどう理解するのかを検討する。第 2章では、

コミュニケーション場面に関わる認知能力の指標として自閉症傾向尺度を用いて、虐待を受けた子どもたち

と自閉症のある子どもたちの認知能力について論じる。第 3 章では、時間割引課題という経済学における時

間と物質的価値の関連についての課題を実施し、虐待を受けた子どもの時間感覚について検討を行う。そ

して第 4 章において、虐待を受けた子どもがどのような認知的特徴を示すのかについて、これらの 3 つの課

題の結果とこれまでに積み重ねられた知見から論じる。 

 

第 2項：本研究の制度上の限界 

本研究では、児童福祉施設などの制度上の制限により、被虐待児の受けた虐待の種別、時期、期間、保

護されてからの時期、家庭の社会経済的地位(SES)などの情報を得ることができなかった。これらは諸外国

の研究において、子どもの認知能力に影響を与えることが示唆されており、検討に加えることが多い項目で

ある。特に虐待種別によって、子どもが受ける困難が質的に異なっていることから、虐待という環境の中でど

のように子どもが育つかを検討する上で、この要因は重要であると考えられる。また知的能力(WISC-IV)の

測定や発達障害やその他の精神疾患の有無などのアセスメントを行うことができなかった。これらは研究の

性質的に問題である。しかし、日本の制度において、研究目的でこれらの情報を得ることは困難である。この

ように制限が多い日本においてこのような虐待を受けた子どもの認知特性に迫る研究が行われたことには、

意義があるものと考える。 
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第 1章 

被虐待経験と他者の表情認知 
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第 1節： 研究の目的 

 

本章では虐待を受けた子どもが他者の表情をどのように理解しているのかについての検討を行う。これま

での先行研究で示された結果から、虐待を受けた子どもは表情理解について独特の特性を示しており、そ

れが社会的な困難に繋がっている可能性が大いに考えられる。しかしこれらの先行研究は、Ekman ら(1976)

の基本情動の画像や、それらから合成したモーフィング画像等を用いていた。Ekman らの画像は、怒り、悲

しみ、嫌悪、驚き、恐怖、喜びという通文化的に共通であるとされる、人間の基本的な情動を表出した顔画

像である。これらの画像で提示された表情は非常に単純なものであるが、実際に人間がコミュニケーションを

する際には、単純な表情ばかりでなく、様々な情動や思考が入り混じった、複雑な表情を用いているだろう。

Ekman らの画像を使った課題で表情の判別を行うことは、難易度の低さにより天井効果が出てしまい、現実

の社会生活場面での表情に対する反応や表情理解能力を適切に測定できていない可能性がある。実際、

高機能自閉症の成人において、Ekmanの基本情動の顔を用いて表情理解能力を測定した場合、天井効果

が出て差がみられなかった例(Baron-Cohen et al., 2001a)がある。しかしそれでも自閉症の人は、実際の生活

において他者の表情の理解に困難を示す。このことは、単純な表情を理解できるだけでは不十分であり、よ

り複雑な表情を理解する能力が、社会で円滑に生活する上では必要不可欠であるということを示しているだ

ろう。 

これらの理由から、本研究ではより曖昧で複雑な表情、たとえば「ふざけている」「たいくつしている」「興味

を持っている」といった表情を用いた課題である、目から心を読むテスト(Reading the Mind in the Eyes Test; 

以下 RMET; Baron-Cohen et al., 2001a; 2001b)を指標とし、より実際の社会でのコミュニケーション場面に即

した表情理解能力を測定することを試みた。RMET は、Baron-Cohen らが高機能自閉症の人を対象に用い

る目的で開発した、表情理解の課題である。ある写真を多くの人々に見せて、その写真に写っている人物が

どんな気持ちでいると思うかを答えてもらい、一番多かったものを正答としている。実際の社会で、その表情

が社会を構成する大多数にどう思われるか、つまり社会一般で期待される、表情の解釈の仕方が正答となる

ため、一般の社会における適切な表情理解がどの程度できているかを測定する課題として適しているといえ

る。もしもこの課題で虐待を受けた子どもの成績が虐待を受けていない子どもと大きく異なっていれば、彼ら

の表情の理解の仕方は社会一般で期待されるものとは乖離しているといえ、他者が伝えたいと意図する感

情を適切に理解できないということになる。それは他者との交流においてミスコミュニケーションの大きな原因

となり、様々な社会的困難に繋がると考えられる。 

本研究では、これまでの研究で用いられてきたものよりも複雑な表情を表出している人物の写真を用いて、

虐待を受けた子どもの、高次の表情理解能力を明らかにすることを目的とした。コミュニケーションに困難の

ある被虐待経験を持つ子どもは、この課題が、虐待を受けていない子どもよりも苦手であると予測される。 

 

  



 

 21 

第 2節： 方法 

 

参加者 

本研究には 129 名の児童が参加した。うち、虐待を受けた経験を持ち、児童福祉施設で生活する児童が

44 名(被虐待群; 男児 27 名、女児 17 名)、虐待を受けていないと推測される一般家庭で生活し、普通学級

に在籍している児童が85名(統制群; 男児50名、女児35名)であり、二群間で男女比に差はなかった(χ2 (1) 

= 0.78、 p = .78)。被虐待群は 6歳から 17歳（平均年齢 11.7歳、 SD=2.8）、統制群は 10歳から 18歳(平

均年齢 11.7歳、SD=2.2)であり、2群の間に有意な年齢差はなかった(t(72) = -.03、 p = .98)。倫理上の問題

により、参加者の発達障害やその他の疾患の有無のアセスメントを行うことはできなかった。また、被虐待群

において、参加者が受けた虐待の種別や加害者、時期、また参加者の社会経済的状況や家族状況につい

ての情報を得ることはできなかった。調査は集団の傾向を得ることを目的としており、発達障害等のスクリー

ニングが目的ではないこと、統計的に解析された結果のみが研究に用いられ、個人の結果や個人情報が公

表されることはないことを書面で説明し、同意を得て実施した。 

 

実験手続きと課題 

目から心を読むテスト(Reading the “Mind in the Eyes” Test; RMET) 

RMET は、相手の顔からその人物の感情や内的状態を推測する能力を測定する課題である。本研究で

は RMETの child version(Baron-Cohen et al., 2001b)を基に、筆者らが日本語に翻訳して使用した。本バー

ジョンは全28問で構成されている。参加者は人間の目の周囲だけが写った写真を見て、その人物の感情状

態を推測する。1つの画像について選択肢が4つ提示され、そのうち最も適切だと思うものをひとつ選択する。

本研究では、選択肢のすべての漢字にふりがなを振り、読みやすさに配慮した。前述したようにそれぞれの

写真は、ある表情を表出するよう指示して撮影したものではなく、既存の写真について、写真を見た人々に

その人物が示している表情を推測させ、最も多かったものを正答としている。成人を対象とした先行研究で

は、アスペルガー症候群、或いは高機能自閉症の成人は、定型発達の成人よりも成績が有意に低いことが

示されている(Baron-Cohen et al., 2001a)。 

 

図 1 RMETの問題の例 
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自閉症傾向尺度(Autism Spectrum Quotient; AQ)  

AQは自閉症傾向を測定する尺度である。得点が高いほど自閉症傾向が高いことを示している。50項目

からなり、自閉症者においてよくみられる特性を表した各 10問からなる 5つの下位尺度（社会的スキル、注

意の切り替え、細部への注意、コミュニケーション、想像力）に分かれており、得点が高いほどその特性が強

いことを示す。成人用(Baron-Cohen et al., 2001c)は自己評価式尺度であるが、児童用(Baron-Cohen et al., 

2006; 若林ら, 2007; 以下 AQ-C)は、身近な養育者が対象児童について評定するという方式である。本研

究では児童用であるAQ-Cを用いた。児童用、成人用いずれも自閉症のある人は自閉症のない人の得点を

すべての下位項目で上回ることが先行研究において示されている。また、AQの得点は RMETの成績と相

関し、AQが高いほど RMETの得点が低い傾向があることが示されており、自閉症の特性の強さと表情理解

の困難さの間に関連があることが示されている(Baron-Cohen et al., 2001a)。本研究では、AQ-Cを児童の対

人認知の傾向を測る指標として用いた。被虐待群においては施設職員、統制群においては保護者が、対

象児童について評定を行った。AQ-Cの得点については、被虐待群が統制群を有意に上回っている(被虐

待群: M=22.5、 SD=7.9、 統制群: M=15.1、 SD=15.1、 p<.0001)。 

 

 

分析方法 

Ekmanの画像を用いた研究において、怒りに対する敏感さがみられるなど、情動によって虐待を受けた子

どもの示す特徴に差がみられたことから、RMET を用いた先行研究を参考にし、28問の課題をそれぞれ正

解となる表情によって「ポジティブ課題（7課題）」、「ネガティブ課題（10課題）」、「ニュートラル課題（11課題）」

に分類して分析を行った(Fertuck et al., 2009)。それぞれの課題について、正答がポジティブな内容である

場合はポジティブ課題、ネガティブな内容である場合はネガティブ課題、どちらにも該当しない場合はニュ

ートラル課題とした。例えば、第 1問は、正答が「優しい気持ちでいる」であるため、ポジティブ課題、第6問と

第 25問は「心配している」が正答であるためネガティブ課題とした。課題の分類については表 1に、問題番

号と正答を示した。それぞれの課題で問題数が異なるため、分析には正解数ではなく正解率を用いた。 

問題番号 正答 問題番号 正答 問題番号 正答

1 優しい気持ちでいる 2 悲しんでいる 5 人に何かをさせている

3 人なつこい気持ちでいる 4 うろたえている 8 思い出している

7,19,21 興味を持っている 6,25 心配している 9,13,14,22 考え事をしている

11 期待している 10,15,27 うたがっている 12 真剣な気持ちでいる

28 幸せな気持ちでいる 17 少し心配している 16 決心している

18 悲しいことを考えている 23 確信している

20 不満な気持ちでいる 24 まじめな気持ちでいる

26 きんちょうしている

ポジティブ(7問） ネガティブ(10問) ニュートラル(11問）

 

 

 

課題実施における倫理的配慮： 

本研究は北海道大学大学院教育学院倫理審査委員会の承諾を得て行われた。参加者については、全

員が未成年であるため、参加者本人及び、保護者として統制群については同居の親権者、被虐待群につ

いては生活する施設の施設長の同意を得て実施した。 

 

  

表 1 RMET の問題分類 
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第 3節： 結果 

 

 

図 2  RMETの得点 

 

正答率について、独立サンプル t 検定を行い、被虐待群と統制群の正解率に差があるかを検討した。そ

の結果、被虐待群は統制群より全体の正解率が有意に下回った (被虐待群: M = 0.60、 SD = 0.15; 統制

群: M = 0.65、 SD = 0.09; t(127) = 2.19、 p = .032、 d = 0.44)。独立サンプル t検定を、ポジティブ、ネガテ

ィブ、ニュートラルそれぞれの感情別に行ったところ、ポジティブ課題において被虐待群が統制群よりも有意

に正解率が低かった(t(127) = 3.12、 p = .002、 d = 0.61)が、ネガティブ課題やニュートラル課題において、

このような差はみられなかった (ネガティブ課題: t(127) = 1.20、 p = .23、 d = 0.21、 ニュートラル課題: 

t(127) = 1.16、 p = .25、 d = 0.24)。 

先行研究において、自閉症傾向と RMETの得点の間に相関がみられたことから、AQ-C と RMETの得点

との間の相関係数の分析を行ったところ、合計得点(r=-.25、 p=.004)、ポジティブ課題(r=-.21、 p=.02)、ネ

ガティブ課題(r=-.20、 p=.02)において、有意な相関がみられた。しかし、虐待の効果とAQ-Cの効果の両方

を検討するため、年齢、性別（女児=0、 男児=1）、虐待の有無(無=0、 有=1)、AQ-Cの得点を独立変数とし

て、RMET の得点について重回帰分析を行ったところ、ネガティブ課題(β=-.18、 p=.08)では AQ-C の有意

傾向の負の効果がみられ、虐待の効果は有意ではなかったが、(β=-.03、 p=.74)ポジティブ課題では年齢

の有意な正の効果(β = .23、 p = .008) と虐待の有無の負の効果 (β = -.22、 p = .022)がみられた一方、性

別(β = .07、 p = .41) と AQ-Cの得点(β = -.08、 p = .39) の効果は有意ではなかった。ニュートラル課題に

ついては、被虐待経験の有無(β=-.08、 p=.40)、AQ-C(β=-.05、 p=.60)いずれの効果もみられなかった。こ

の結果から、ポジティブ課題において AQ-C と RMET の得点の間にみられた相関は、被虐待群が統制群よ

りも有意に AQ-C が高いことによって生じた見かけ上の相関であり、実際には AQ-C はポジティブ課題の成

績に有意な影響を持っておらず、被虐待経験の有無が影響を持っているといえる。また、ネガティブ課題、

ニュートラル課題については、AQ-C や年齢、性別の効果を統制しても被虐待経験の効果がないことが示さ

れた。 
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第 4節：考察 

 

被虐待経験を持つ子どもは、RMET の正解率が虐待を受けていない子どもよりも低いことが示された。こ

のパタンはポジティブな表情を判断するときにのみみられ、ネガティブな表情やニュートラルな顔を判断する

場合ではみられなかった。また、ポジティブな表情の判断能力における被虐待経験の効果は、年齢、性別、

AQ-C の効果を統制してもみられた。この結果は、虐待を受けた子どもは、ポジティブな表情の理解に困難

があることを示していて、またそれは虐待を受けた子どもにおける自閉症傾向の高さでは説明できるもので

はないということがいえる。つまり、虐待を受けた子どもに元々自閉症の傾向を持つ者の割合が多いために、

表情理解の困難がみられるわけではなく、虐待を受けたことによって、ポジティブな表情の読み取りに困難

が生じていると考えられる。なぜ虐待を受けた子どもは顔の表情からポジティブな感情を読みとることが難し

いのだろうか。 

ひとつの可能性として、虐待を受けた子どもは受けていない子どもと比べて、両親からポジティブな感情を

向けられた経験が少ないことが予想できる。また、ネガティブな表情についてはむしろ虐待のない家庭よりも

多く、より苛烈な形で向けられていると考えられる。そのため、ネガティブな表情については十分な経験や学

習が行われているために、虐待を受けた子どもは虐待を受けていない子どもと同様にネガティブな表情を読

みとることができるが、経験や学習が不十分であるポジティブな表情については理解が難しいのではないか。

母親の表情の表出が多いほど、子どもの表情理解能力が高いという知見もある。Pollak ら (2000)は、より両

親の表情に触れる機会の少ないと思われるネグレクトを受けた子どもが、表情の弁別に身体的虐待を受け

た子ども以上の困難を示すことを述べている。これらの点からも、学習や経験の不足は、彼らの表情理解能

力の低さに影響を与えると予測できる。 

また、embodied theory (Wilson, 2002)では、人間は自分の体性感覚から他者の感情を理解するとされて

いる。その場合、他者のポジティブな感情を理解するためには、自分自身がポジティブな感情を経験したこ

とが十分にあり、その自分の感覚に置き換える必要があるだろう。虐待を受けた子どもは、一般家庭の子ども

と比べて過酷な環境におかれ、ポジティブな感情を経験する機会が少ないことが予測される。そのため、自

分自身のポジティブな感情についても十分な学習ができていないため、自分だけでなく他者のポジティブな

感情についても認知に困難が生じることが考えられる。 

 その他の仮説として、虐待的な家庭において、養育者が顔に表している表情と、子どもに降りかかる結

果の不一致、つまり学習の単純な不足だけでなく、社会一般と異なった学習が行われていることが考えられ

る。対人場面において、人々は自分に降りかかる出来事や自分の置かれた状況を、相手の表情を手掛かり

に予測することがある。たとえば、もしも相手が笑っていれば、自分にもなにかポジティブなことが起こるだろ

うと考える。例を挙げると、親子関係においては、親が笑顔でいる場合に、子どもが怒られたり、危ない目に

遭ったりすることはあまりない。逆に、もしも相手が怒っているように見えたのなら、人々は例えば自分が怒ら

れる、或いはなにか良くないことが起きている、といった、自分にとってのネガティブな結果を予測するだろう。

このように、相手の表情を手掛かりに乳幼児が自分の置かれた状況を判断していることを示した実験がある。

視覚的断崖と呼ばれる、見た目は断崖になっているが、実際には透明な板になっていて安全に渡ることが

できる装置を用いた実験で、視覚的断崖の手前には乳児がおり、断崖の向こうには母親が立っている。母

親が笑顔でいると乳児はその断崖を渡ったが、母親が不安そうな顔をしていると、乳児は断崖を渡らなかっ

た(Sorce et al., 1985)。このことは、乳児は自分の置かれた状況の安全性を判断する手掛かりとして、母親の

表情を利用したことを示唆している。両親の怒りや悲しみといったネガティブな表情は子どもを不安にさせ、
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喜びや幸福といったポジティブな表情は、子どもを安心させるだろう。しかし、虐待的な家庭においては、親

のポジティブな表情は必ずしも子どもにとってポジティブなことを示すサインとはなっていないのではないか。

虐待の加害親が、笑いながら子どもを傷つけたりするようなことがあれば、親の笑顔は子どもにとってポジテ

ィブなことを示す手掛かりにはなりえず、結果としてポジティブな表情がポジティブなものであると理解するこ

とが難しくなると考えられる。しかしポジティブな表情とは違い、怒りなどのネガティブな表情は、虐待的な家

庭においても、親から子どもに振るわれる暴力のような、子どもにとってネガティブな結果と結びついている

だろう。それどころか、親がネガティブな表情をしているときに子どもにもたらされる危険が、普通の家庭の子

どもよりも大きく、自分の身を守る必要性から、虐待を受けた子どもは親のネガティブな表情に対して敏感に

なるのではないか。多くの先行研究が、虐待を受けた子どもが怒りの表情に対して虐待を受けていない子ど

もよりもより敏感に反応することを示している(Pollak et al., 2000; Pollak and Kistler, 2002; Pollak and 

Tolley-Schell, 2003; Masten et al., 2008)。はっきりとした怒り顔でなくとも鋭く察知し、合成で作成した、不鮮

明な怒り顔が徐々に鮮明になっていくような課題を用いた場合にも、虐待を受けた子どもは受けていない子

どもよりも、より不鮮明な時点で怒り顔だと判断する(Pollak and Tolley-Schell, 2003)。虐待を受けた人は、虐

待の程度が重いほど、初めて見る顔を危険であると判断することが、脳画像を用いた検討でも示唆されてい

る(Edmiston and Blackford, 2013)ことからも、虐待を受けた子どもは危険を回避するため、周囲の情報につ

いて危険度を高く見積もり、怒り顔に対して注意を向け、より情報が少ない段階でも怒りだと判断するという

戦略を身につけていると考えられる。従って、虐待を受けた子どもにみられる社会的認知の困難は、虐待的

な家庭という危険の多い環境への適応であると考えられる。この場合は、学習の不足ではなく、一般的でな

い、異常なものに対して適応するように学習がなされてしまっている状態であるため、他者の表情を適切に

理解できるようになるためには、既に学習されてしまった異常な認知を、正常なものに対する新たな学習で

上書きする必要がある。それは、単純な学習の不足や遅れよりも、大きな困難を伴うだろう。しかしニュートラ

ルな表情における成績の差がなかったことは、感情価のない顔について、特にネガティブな顔だとは判断し

ていないということを示している。この点より、必ずしもすべての表情に対して危険を過大視しているわけでは

ないことも考えられ、より中間的な表情を用いた検討が今後必要となるだろう。 

また、虐待を受けた子どもと、受けていない子どもの間の、日常的な気分状態の違いも影響を与えている

可能性についても検討の余地がある。ある個人の中で、社会的な情報の認知の仕方は常に一定なわけで

はない。人の判断は感情や気分によって影響を受ける。たとえば、Bower の提唱した気分一致効果(Bower, 

1981)では、処理する情報の持つ感情が、その時の気分の状態に一致する時に記憶が促進される、ネガティ

ブな気分の参加者は他者の評定をする際に相手に対してネガティブな評価をしやすく、ポジティブな気分

の参加者は相手に対してポジティブな評価を下す(Forgas and Bower, 1987)など、人間は自分の感情状態

によって、判断や認知が影響されることを示している。普段の状況でも、自分の機嫌が悪い時には相手のや

ることなすことが不快に思えるが、自分の機嫌が良い時には、好ましく思えることがある。虐待を受けた子ども

がネガティブな感情状態であることが多いために、相手の表情をネガティブなものだと解釈し、結果としてポ

ジティブな表情だと認識できない可能性も考えられる。しかしこの仮説について検討を行う為には、課題前

後の参加者の気分についての測定や評価が必要である。また、気分状態の与える影響について検討する

ために、うつ病の患者を対象とした表情認知についての知見からも考察を行いたい。うつ病の患者は健常

者よりも表情理解の成績が悪いという結果が示されているが(Rubinow and Post, 1992; Surguladze et al., 

2004)、幸せな表情に限らず悲しみの表情でもうつ病群で成績の低下がみられており、ネガティブな表情に

おいて差が出ないという本研究の結果とは一致しなかった。よって本研究で示されたようなポジティブな表情
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の理解における困難さが、必ずしも被虐待児が抑うつ的な気分であることによって引き起こされている状態と

は言い切れない。しかしニュートラルな表情について、喜び、あるいは悲しみ表情であると誤認する傾向が、

うつ病患者では健常者よりも低いことも示されており、この点ではニュートラルな判断において、特にネガティ

ブなものだと判断していないという本研究の結果と一致している。しかし、うつ病は脳機能のレベルで健常者

との間に変化が生じており、この結果は必ずしも悲観的な気分状態のみによってもたらされたものではない

と考えられるため、今後は課題時の気分状態の評価を行うことによって、この点について検討を行いたい。 

また、虐待によって生じる脳神経の異常によって、表情認知の異常がもたらされている可能性もある。近

年、MRI を用いた研究によって、被虐待経験は様々な脳部位に影響を与えることが示されてきている。

Tomoda ら (2012)は、両親間のドメスティックバイオレンスを目撃した経験のある人では、視覚野の灰白質の

容積と厚さが減少することを明らかにした。その他にも、虐待を受けた子どもにおける中眼窩前頭皮質や中

側頭皮質の容積の減少(De Brito et al., 2013)も報告されている。近年の機能的MRIを用いた研究において、

RMET のポジティブな表情の判断の際に、中眼窩前頭皮質が活性化していることが示されている(Frick et 

al., 2012)ことから、虐待を受けた子どもの RMET の成績は、中眼窩前頭皮質といった、ポジティブな表情の

理解に関わる脳部位の活動や容積が、虐待によって悪影響を受け、それが表情理解能力の低下をもたらし

ている可能性もある。 

このように様々な可能性が考えられるが、本研究の課題として、虐待の種別や虐待を受けた年齢や期間、

加害者が誰であったか、発達障害の併存の有無などの情報を得ることができなかった。しかし、先行研究で

は虐待の種別や、虐待を受けた年齢の違いによって、表情理解のパタンや認知能力の発達や脳機能が異

なる影響を受けることが示されており(Pollak et al., 2000; Teicher et al., 2012; Tomoda et al., 2012)、子どもの

感情理解能力に被虐待経験がどのように影響を与えるのかをより詳細に明らかにするためには、それらの情

報を得ることが今後重要となる。先行研究において、ネグレクトされた子どもと身体的虐待を受けた子どもに

おいて、異なる表情理解のパタンがみられること(Pollak et al., 2000)からも、どんな種別の虐待もトラウマティ

ックな体験であることには違いはなくとも、それらが発達に与える影響の質は異なっていると考えられる。特

に自他の感情の処理について、親の感情を伴った攻撃を受ける身体的虐待や、ひたすら否定的な感情を

向けられる心理的虐待、そして親の感情に触れられないネグレクトでは、その質的な違いは大きいだろう。こ

の点を検討することが、どのような経験の過不足が表情理解能力の発達に影響するのかを明らかにする上

で今後不可欠となることは間違いない。 

また、今後は fMRI を用いて、社会的機能や表情認知に関わる脳領域(e.g. 扁桃体、前頭前皮質、上側

頭溝など)の活動や灰白質の容積の減少と、RMET をはじめとする社会的認知能力を測定する課題の成績

との間の関連を検討することも併せて目指す。更に、同一の参加者を対象に、縦断的に繰り返し RMET を

実施することによって、虐待が子どもの社会的認知の発達にどのように影響するのか、そしてその能力はど

のように変化していくのかを明らかにすることができると考えられる。特に虐待を受けた子どもにおいて、縦断

的な検討を行うことで、彼らの社会適応の度合いや、回復の傾向を測る尺度として使用できることも期待され

るほか、保護後の養育状況が課題の得点の変化に反映されれば、どのような養育が子どもの変化を促すの

かを明らかにする一助となることも考えられる。これらの縦断的な調査や、気分状態などの測定を併せて行う

ことによって、より虐待を受けた経験がどのように子どもの発達に影響するのかを検討する必要があるだろ

う。 
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第２章 

被虐待経験を持つ子どもの自閉症傾向 
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第 1節：研究の目的 

 

虐待を受けたことにより発達障害様の症状を示していると考えられる状態を、杉山登志郎は「子ども虐待と

いう第四の発達障害」と表現した(杉山, 2006; 2007)。そのうち、虐待を受けたことによって自閉症のような対

人関係の困難を示す症状を、抑制型反応性愛着障害と呼ぶ。 

反応性愛着障害は、病的な養育によって後天的に生じる障害であり、5歳未満に始まる、対人関係が著し

く障害されていて、十分に発達していない状態を示す。また、これらの状態を示す者のうち、その原因が発

達の遅れ、知的障害、広汎性発達障害といった障害では説明できないものを指す。DSM-IV では、①安楽、

刺激および愛着に対する子どもの基本的な情緒欲求の持続的無視、②子どもの基本的な身体的欲求の無

視、③養育者が繰り返し変わることによる、安定した愛着形成の阻害の 3 点のうち、少なくとも 1 つを示す病

的な養育が原因で引き起こされると定義されている(友田, 2012)。 

   

  表 2支援機関（施設）でみられる愛着障害行動（山下、 2013） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

反応性愛着障害は大きく抑制型と脱抑制型の 2 つのタイプに分類される。抑制型は、対人的相互反応の

ほとんどにおいて発達的に適切な形で開始・反応したりできないことが持続している状態と定義される。他人

との関わり方においては、過度に抑制され、非常に警戒するなどの様子を示す。一方、脱抑制型は、適切に

選択的な愛着を示す能力の欠如した、拡散した愛着、無分別な社交性を示すことと定義される。抑制型とは

違い、他者に対して接近はするものの、特定の個人に対する愛着は持てず、接近する相手を選ばないなど

の特徴を示す(山下, 2013)。このうち抑制型反応性愛着障害は、高機能広汎性発達障害と状態像が非常に

よく似ており、当事者の日常生活の様子からの鑑別は非常に困難である。本研究では Baron-Cohen ら 

(2001)の開発した自閉症傾向尺度(autism-spectrum quotient; 以下 AQ)を利用して、被虐待経験を持つ子

どもと、高機能自閉症の子ども、そして一般家庭の定型発達の子どもの示す特徴を測定、比較し、その認知

の特性を描き出そうと試みた。AQは 5つの下位項目から構成されており、実際の対人関係場面における能

力を問う項目（コミュニケーション、社会的スキル）、物事に対する注意に関する認知傾向を問う項目（注意の

切り替え）、感覚過敏や物事へのこだわりに関する認知傾向を問う項目（細部への注意）、そして、他者の気

持ちを推測する能力を問う（想像力）からなり、それぞれの項目が自閉症者によくみられる特徴を測定する指

標となっていて、得点が高いほどそれぞれの特性が強いことを示す。過去の先行研究から、高機能自閉症

のある者は合計点及び 5 つの下位項目すべてにおいて、定型発達者よりも高い得点を示すことが明らかに

なっている(Baron-Cohen et al., 2006、 若林ら、 2007)。この点から、AQは自閉症の特性を抽出するのに適

した指標であると言え、それと類似した被虐待児の発達障害様症状を測定し、その特徴を描き出すことが可

抑制型愛着障害 脱抑制型愛着障害
笑い顔が少ない 一時は特定の大人を求めてくるが，すぐに他へ向かう
全体の動きが少ない 特定の大人を求めていながら，ちょっとしたことで攻撃を向ける
凍りついた目、虚ろな目をしている 誰にでも同じようにべたべたしてくる
ちょっとしたことでびくっとする 次々に別の大人を求めてくる
ちょっとしたことで過度に警戒する 1人の大人と集中して遊べない
ちょっとしたことで固まってしまう 特定の大人との強いかかわりができない
自分から甘えてくることが少ない 担当や最も好きな人に，かえって攻撃的になったり困らせたりする
抱かれ方やおんぶのされ方が下手
身体接触を避ける
他人を物のように扱う
困ったときに大人に頼ることで，安心することが少ない



 

 31 

能であると考えられる。 

結果の予測としては、被虐待経験のある児童はこれまでの臨床現場での報告などから、虐待を受けてい

ない児童よりも AQ の全体得点は高い（自閉症の傾向が強い）と考えられる。また、下位尺度に関しては、抑

制型反応性愛着障害の人の場合、対人コミュニケーションに関する場面で自閉症と類似した状態像を示す

(杉山, 2007)ことから、被虐待児は、コミュニケーション、社会的スキル、想像力という対人関係場面に関する

能力、および他者理解を問う各項目において一般家庭の子どもよりも高得点（自閉症と類似した傾向）を示

す。しかし、注意の切り替え、細部への注意に関しては、対人関係場面における能力は問われていないた

め一般家庭の子どもと同等の得点を示すことが予測される。自閉症の子どもは、一般家庭の児童をすべて

の下位項目で上回ると考えられる。また、被虐待児において自閉症と同様の結果を示す項目と、一般家庭

の子どもと同等の得点を示す項目があるため、全体得点は自閉症群と一般家庭の子どもの中間になると予

測される。 
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第 2節：方法 

 

参加者： 

被虐待群：明確な知的障害、言語障害のない、被虐待経験のある児童 58名（男児 33名、女児 25名、平均

年齢 12.16 歳、sd=2.78、6-18 歳）。うち、日本国内の児童福祉施設 A で生活する児童 43 名（男児 27 名、

平均年齢 11.74歳）、施設A と異なる地域にある B大学医学部附属病院において通院治療を受けている児

童 15名（男児 6名、平均年齢 13.33歳、施設養育 1名、実家庭 13名、里親家庭 1名）である。Aで生活す

るものについては児童相談所及び施設が虐待の存在を確認しており、B に通院するものについては主治医

が虐待の存在を確認している。 

自閉症群：被虐待経験のない、高機能自閉症の診断を有する児童 22名（男児 17名、女児 5名、平均年齢

11.5歳、sd=2.90、6-16歳）。うち自閉症者の親の会に保護者が所属している児童が 6名(男児 4名、平均年

齢 12.50歳)であり、その他の 16名(男児 13名、平均年齢 11.20歳)は B大学付属病院および C病院にお

いてリクルートを行った。 

統制群：一般家庭で生活する児童 34 名（男児 22名、女児 12 名、平均年齢 12.29 歳、sd=2.91、7-18 歳）。

被虐待経験の有無、知的障害、言語障害及び発達障害等の有無については詳細なアセスメントを行ってい

ないが、全員が回答時点で日本国内の教育機関の普通学級に在籍しているものであるため、通常学級に

適応できないほどの明確な発達上、行動上の困難を抱えている者はいないと考えられる。 

 

自閉症群、統制群については全員が自宅養育であり、本人及び保護者の同意を得た。被虐待群につい

ては本人及び家庭養育の者は保護者、施設養育児については施設長の同意を得た。研究は北海道大学

大学院教育学院及び福井大学医学部の倫理委員会で承認を得て実施された。 

 

指標 

認知的な特性を測る指標として、日本語版児童用自閉症傾向尺度（autism spectrum quotient children 

version; 以下 AQ-C,若林ら, 2007）を用いた。AQ-C は社会的スキル、注意の切り替え、細部への注意、コミ

ュニケーション、想像力という 5つの認知・行動傾向を測定する下位項目からなり（各 10問ずつ）、得点が高

いほど自閉症に特徴的な傾向が強いことを示す。AQ-C は自己記述式である成人版自閉症傾向尺度

(Baron-Cohen et al., 2001)とは異なり、回答は保護者が対象児童の様子について評価をするという形式で行

う。特に被虐待経験のある児童において、対象児童に負荷をかけることなく測定が可能という点は、倫理的

にも本研究に適した指標である考えられるほか、低年齢の児童であっても評価が可能であるという点で優れ

ている。また、本質問紙は原著者であるBaron-Cohenの協力のもと、若林らによって日本語版の作成及び日

本人を対象とした自閉症スペクトラム障害群と対照群との比較、信頼性の検討がなされており、自閉症傾向

の評定には有用なツールであることが示されている。これらは 1 「あてはまる（そうである）」、2 「どちらかとい

えば、あてはまる」、3 「どちらかといえば、あてはまらない」、4 「あてはまらない（そうではない・ちがう）」の 4

点尺度であり、通常の項目では 1 もしくは 2 であると回答した場合に 1 点、3 もしくは 4 と回答した場合に 0

点（逆転項目の場合 3 もしくは 4 の場合 1 点、1 もしくは 2 の場合 0 点）と加点し、50 点満点となり、自閉症

のカットオフポイントは 20 点である。日本語版においては「わからない」という選択肢が追加されている。「わ

からない」及び無回答のものは欠損として扱い、欠損数が 15 を越えた参加者については分析から除外し

た。 
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手続き 

記入式の質問紙を用いて調査を行った。施設で生活している者については施設の職員、実家庭で養育

されている者は保護者、里親家庭で生活している者については里親が評価を行った。調査項目は AQ-Cの

他、記入年月日、性別、年齢、学年、記入者と子どもの関係（例：母親）、同胞の有無と人数を尋ねた。本研

究において、以上の課題を行う上で、研究への参加は自由であること、参加しない場合に、不利益は一切

生じないことを書面において事前に説明した。AQ-Cについては、統制群に対してはその目的が自閉症など

のスクリーニングではなく、児童の平均的な心理傾向を調査することにあると説明した。 
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第 3節：結果 

 

表 3 AQ-Cの群別平均得点 

 
統制群 被虐待群 自閉症群 

  Mean SD Mean SD Mean SD 

社会的スキル 1.97 1.992 5.41 2.695 5.59 2.197 

注意の切り替え 2.65 1.612 5.09 2.250 6.18 2.015 

細部への注意 3.53 1.710 3.21 2.134 5.05 2.751 

コミュニケーション 1.03 1.218 4.52 2.543 5.59 2.889 

想像力 2.65 1.686 3.91 2.289 6.09 1.875 

合計 11.82 4.840 22.14 7.667 28.50 7.373 

 

統制群、被虐待群、自閉症群の群別に AQ-C の得点の平均点を算出し、それぞれの群間に得点の差が

みられるかについて検討を行った。群を独立変数、AQ-C の得点を従属変数とした一要因分散分析の結果、

合計得点において群の有意な主効果がみられた（統制群：11.82(sd=4.8), 被虐待群：22.14(sd=7.7), 自閉

症群：28.50(sd=7.4), F(2)=43, p<.001）。事後検定の結果、自閉症群＞被虐待群＞統制群の順に得点が高

く、それぞれの間に有意な得点の差がみられた（自閉症群＞被虐待群：p=.005, 自閉症群＞統制群：

p<.001, 被虐待群＞統制群：p<.000）。 

下位項目については、群(統制群・被虐待群・自閉症群)と項目（5 つの下位項目）を独立変数として二要

因の分散分析を行ったところ、有意な群の主効果(F(2)=43.4, p<.001)と項目の主効果(F(3)=3.4, p=.02)、群

と項目の交互作用(F(6)=8.2, p<.001)がみられた。下位項目ごとに一元配置分散分析を行ったところ、社会

的スキル、注意の切り替え、コミュニケーション、想像力の項目において、自閉症群は統制群よりも有意に高

得点を示し(すべてp<.001)、また、細部への注意においても、有意傾向の差がみられた(p=.08)。これは先行

研究で示された傾向と概ね一致するものであり、AQ-C は自閉症においてよくみられる認知や行動の傾向を

測定する尺度として妥当であることを示している。しかし、被虐待群において、下位項目ごとに得点傾向のば

らつきがみられた。注意の切り替え、社会的スキル、コミュニケーションの 3 項目においては、被虐待群は自

閉症群と有意差はなく、統制群よりも有意に高得点を示した(p<.001)。しかし、想像力においては自閉症群

と統制群の中間の傾向を示し、両群との間に有意な差がみられた(被虐待群＞統制群：p=.009,自閉症群＞

被虐待群：p<.001)。更に、細部への注意では、自閉症群よりも有意に低い点を示し(p=.024)、統制群との間

に有意な差はみられなかった。 

性別の効果を検討したところ、自閉症群(t(20)=1.3, p=.21)、統制群(t(32)=1.5、 p=.13)においては性差は

みられなかったが、被虐待群において、男児が女児と比べて有意に高得点を示した (男児：平均

25.1(sd=6.5), 女児：平均 18.2(sd=7.5) t(56)=3.7, p<.001)。 
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第 4節：考察 

 

本調査の結果、被虐待経験のある児童は、一般家庭の児童と比較して AQ-C得点が高く、自閉症の児童

よりは低い傾向にあることが明らかになった。また、自閉症の児童は一般家庭の定型発達の児童よりもすべ

ての下位項目で高い得点を示し、先行研究(Baron-Cohen et al., 2006; 若林ら, 2007)と同様であった。被虐

待群における AQ-Cの平均値は自閉症スペクトラム障害のカットオフポイントである 20点を上回っていた。こ

の結果は、被虐待児は自閉症児と類似した状態像を示すという臨床現場における報告と概ね一致するもの

である。しかし、AQ-Cの得点傾向をそれぞれの下位尺度ごとに比較したところ、被虐待群において、項目に

よってばらつきがみられた。自閉症児は AQ-C に関するすべての項目で一般の児童よりも高い得点を示す

傾向が本研究でも先行研究と同じく示されたこと、下位項目の得点傾向において、被虐待群は自閉症群と

統制群の中間の得点ではなく、項目によってばらつきのある傾向を示したことから、本研究で示された下位

尺度項目による傾向の違いは、被虐待児に特徴的なものであると考えられる。そこで、虐待を受けた子ども

はどのような特徴を示すのかを、AQ-Cの下位尺度ごとの傾向から考察を行う。 

はじめに、AQ-C の中で対人関係における能力を問うと考えられるコミュニケーション、社会的スキル、想

像力についての考察を行う。コミュニケーション、社会的スキルの 2 項目では、被虐待児は自閉症児と同様

の傾向を示したが、想像力に関しては自閉症児を有意に下回った。この結果から、被虐待児は、他者の気

持ちを想像すること自体はある程度できても、それを実際の対人場面に適切に活かすことができていない、

あるいは他者の気持ちを推測すること自体は行っても、これまでの周囲の人々からの不適切な関わりによっ

て、他者一般に対する認識が一般的なものとは異なってしまっているなどの原因でその想像の内容が不適

切なものとなってしまっていると考えることができる。これは、他者の気持ちを推測する能力である心の理論

の発達そのものに障害のあるとされる自閉症児とは異なる傾向である。このような傾向は、虐待という過酷な

環境が、被虐待児の対人行動に関する積極性や適切さを脅かしてしまったためであると解釈することができ

る。実際、被虐待経験のある児童は自己効力感や自尊心が低いという知見も報告されている(Toth et al., 

1992; Sachs-Ericsson et al., 2011)。これらの研究結果は、虐待環境が児童の認知能力自体以上に心理に対

して影響を及ぼし、その結果として、対人行動が阻害されている可能性を示唆している。また、この結果は、

適切な介入（Social Skill Training 等）を行い、実践スキルの不足を補い、また、他者一般に対しての誤った

信念をより一般常識に近いものになるよう修正するような教育を行って行くことで、被虐待児の対人行動が自

閉症の子どもの場合以上に大きく改善できる可能性を示唆するものである。 

続いて、注意の切り替えと細部への注意についての考察を行う。本研究では、被虐待児は対人関係を問

われる項目において自閉症児と同様の傾向を示し、注意を問われる項目に関しては一般の児童と同様の傾

向を示すと予測していたが、予測に反し注意の切り替えに関しては自閉症児と同様の傾向を示した。しかし、

この下位項目には、対人関係における能力や、新奇場面での不安の強さ、行動の積極性や計画性などを

問うものが存在する（例：「親しい人が何人かいる場面などで、いろいろな人との会話を簡単に続けることが

できる」、「新しい場面では不安を感じやすい」、「自分から進んで何かをすることを楽しんでいる」、「自分が

することは何でも注意深く計画する傾向がある」等）。これらの面は、被虐待児が困難を示しやすいことが多

くの臨床場面からの報告で述べられている性質である。コミュニケーション場面での困難は言うまでもなく、

被虐待者は新奇な物事を、虐待を受けていない人に比べて潜在的に危険だと判断していることが脳画像に

よる研究によって示唆されている(Edmiston and Blackford, 2013)。このことから、被虐待経験者は新規な場

面に対し強い不安を示したり、それによって、行動における積極性が脅かされたりすることは十分に考えられ
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る。さらに、村瀬 (2005)や Terr (1992)は、被虐待経験や重大なトラウマ体験のある子どもは、将来への展望

を描くのが苦手であると述べている。この点については第 3 章で詳しく検討を行うが、将来の計画を立てたり

することには、一貫した時間的な感覚や将来に対してのある程度安定した展望が必要であると考えられる。

この点について、虐待を受けた子どもは、虐待を受けていない子どもと比べて困難がみられる。従って、これ

らの結果は、被虐待児に注意の切り替えという認知能力そのものの障害がみられるというよりも、被虐待児が

示す対人面の困難さや積極性の低さ、将来を見据えることに対する苦手さの表れであった可能性が考えら

れる。今後、別の指標を併用するなどして、対人関係場面や、将来の計画などを問わない領域における注

意の切り替え能力を比較検討することが望まれる。一方で、細部への注意に関しては、被虐待児の得点が

一般の児童よりも高いというパタンは見られず、更に自閉症児よりも有意に低いことが示された。この結果は、

虐待を受けた子どもには元々細部への注意に、自閉症のような特性はみられないことのほか、細部への注

意には記憶能力を問う設問（例：「電話番号をおぼえるのは苦手である」、「家族や友人の誕生日をおぼえる

のは苦手である」等）があり、これらの項目は逆転項目であるため、苦手であるほど低い得点を示すことから、

被虐待経験によって引き起こされる記憶の困難さ(Bremner et al., 1995)も影響したのではないかと考えられ

る。 

このように、被虐待児にみられるような発達障害様症状と、先天的な発達障害にみられる認知的な特徴は

異なっていることが、得点傾向から示された。これらを弁別する際には、他者の気持ちを想像できるかどうか

（AQ-C における想像力）、また、こだわり行動の有無や記憶力の低さ（AQ-C における細部への注意）が認

められるかどうかが大きな手掛かりになるのではないかと期待できる。 

 

本研究の課題 

以上の結果より、虐待を受けた子どもが示す認知的な特徴を量的な数値で描きだすという試みは一定の

成果を示したといえ、そしてそれらは自閉症によるものとも、定型発達の虐待を受けていない子どもが示すも

のとも異なることが示された。また、自閉症と被虐待経験によって生じる自閉症様の症状を鑑別する指標とし

て、将来的に AQ-C を利用できる可能性は十分にあると考えられる。しかし、より詳細に虐待による影響を検

討し、また指標として実際に用いるためには、今後更に検討しなければならない点がいくつか存在する。第

一に、本研究では、倫理的な理由から、対象児童の受けた虐待の種類や期間、虐待を受け始めた年齢、加

害者は誰であったか、対象児童の発達障害や精神疾患の有無といった情報を入手することができなかった。

個人情報の保護のため、治療や直接的な支援を伴わない研究を目的として、このような情報を取得する許

可を得ることは、日本においては困難であり、それが研究の発展の困難さを大きくしている。しかし虐待の種

別や時期によって、被害児が認知機能の発達において受ける影響が異なっている可能性がある。友田 

(2012)は、虐待を受けた人の脳が器質的に変化することと、影響の受け方が、虐待を受けた時期や種別に

よって異なることを複数の研究によって示した。このことから、AQ-Cで測定した認知や行動についても、虐待

の種別や期間といった要因が異なった影響を与えている可能性が高い。今後、上記の要因が児童の認知

や行動にどのような影響を与えているかを検討する必要がある。精神疾患や発達障害の有無についても、

発達障害様症状と発達障害が混在している可能性は今後検討すべきである。しかしながら、本研究におい

て虐待を受けた子どもの示した特徴は、高機能自閉症の子どもと定型発達の子どもの中間的な特徴ではな

く、AQ-C の下位尺度によって違いがみられるという独特な傾向が示されたことから、この 2 群は異なる特徴

を持っていると考えられ、AQ-Cがその鑑別の指標として使える可能性は十分に高いと考えられる。 

第二に、被虐待経験のある児童の調査数の少なさがある。本調査では 58名の被虐待児、34名の一般家
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庭の定型発達の児童、22 名の一般家庭の高機能自閉症の児童に協力していただいたが、この数は被虐待

児の心の傾向を明らかにする調査としては十分であるとはいえない。特に、自閉症の女児の人数が 5名と少

ないため、自閉症群の特徴を明らかにするには不十分である。今後は施設や医療機関等との連携をスムー

ズにし、より多くの施設等に協力を得るなどして、十分な調査数を確保することが望まれる。 

以上、本調査には様々な課題が残されているが、虐待を受けた子どもの認知的な特徴を、客観的な指標

を用いて明らかにすることができたのは成果であり、支援者や里親らが子どもたちと向き合う際に役立てるこ

とができると考えられる。また、今回の研究において厳密に明確にすることができなかった点を明らかにする

ことによって AQ-C を自閉症と虐待による発達障害様症状との鑑別や、被虐待児の認知の特徴を測定して

支援に役立てる有効な指標として使える可能性は十分に高いと考えられる 

また、AQ-C は養育者による評定であるため、子ども本人の状態や養育者との関係性の変化を反映する

可能性が、今回の調査の検討の中で議論された。虐待を受けた子どもは保護された後、環境に慣れないう

ちはおとなしく、聞き分け良く振る舞うが、安全な環境に慣れてくるにつれ次第に問題行動が噴出するという

ことは臨床家にはよく知られていることである(藤林, 2013)。今回、1 名の虐待を受けた児童において、保護

後まもなくと約 3カ月後の2度に渡り測定を行ったところ、大幅な得点の上昇がみられ、評価者から見て行動

面、認知面での困難さが増大したという結果が示された。これは、施設の職員がその児童との関わりの中で、

その児童に対する理解を深めたために回答が変化したという可能性と、児童が施設の環境に慣れ、他者と

の関わりの上で様々な問題が噴出し、実際に表に示す様子や精神状態が変わったことによって得点が変化

した可能性がある。今回はより本来の当該児童の特徴を正確に反映しているだろうという主治医の判断によ

り、後者の得点を分析に用いた。このことは、虐待を受けた児童の認知能力の状態の変化を測定する指標と

してAQ-Cが有効である可能性を示唆している。しかし同時に、今後より虐待の影響や児童の変化を測定す

る指標とするためには、保護されてから、あるいは施設や里親に委託されてからの期間と併せて測定し、そ

の変化を検討する必要があるだろう。 
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第 3章 

被虐待経験と時間感覚 
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第 1節：研究の目的 

 

本章では、行動経済学で用いられている時間割引率という指標を用いて、虐待を受けた子どもの衝動性

を測定し、時間感覚を考察することを試みた。人は、今すぐ手に入る利益を、将来の利益と比べて多く見積

もる。なぜ人間は将来の利益を割り引くのかについて、友野 (2006)は、現在の 1 万円は今使えば効用を生

み出すが、1 年後の 1 万円は、今は効用を生まないから、現在の 1 万円を重くみるのは自然である、また、

将来の不確実性から現在を重視するのが当然であると述べている。たとえば、ある新興 IT 企業の株式を買

わなければならないことになったとする。今すぐ用意できるのは 50 株だが、今同じ金額を払って 1 年待つな

ら 100 株出せる、と相手は言っている。しかしその企業が 1 年後も倒産せずに存続している保証はない。今

のうちに株を受け取っておけば倒産する前に売って損失を避けることができるが、もし１年後の 100株を待っ

ていた場合、今払った代金は水の泡になってしまう。このような状況においては、たとえ半分の株式しか買え

なくとも、今すぐ 50 株受け取っておくという選択も十分に考えられる。しかし、もしも実績があり信頼も十分な

大企業の場合であればどうだろうか。1 年待って 100 株を受け取ることを選ぶという人は、新興 IT 企業の場

合よりも多いだろう。これは、新興 IT企業の将来の不確実さの高さによって、将来の利益が小さく見積もられ

ている状態である。また、余命半年を宣告された、天涯孤独で財産を遺す相手もいない人が、3 年後に大き

な利息がつく定期預金をするのは、たとえそれによって金額が増えるとしても、一般的な行動とは言えない。

このように様々な要因によって、将来の利益は今すぐ得られる利益よりも小さく見積もられる。そしてどの程

度割り引くかには、個人差がみられる。その将来の利益を割り引く傾向の大きさが、時間割引率であり、時間

割引率が高ければ高いほど、将来の利益を現在の利益と比べて低く見積もる。 

時間割引率とその他の行動や割引との関連について、これまでいくつかの検討が行われている。たとえ

ば、様々なアディクションと時間割引率の間には、強い関係がある。喫煙者を対象とした研究で、喫煙者は

時間割引率が高く、そしてニコチンの依存症が重いほど割引率が高くなっていることが示されている(依田, 

2010)。この時、喫煙によって得られる快楽を現在の効用、将来の健康を将来の利得とみなし、喫煙しない

方が健康には良いことをわかっていながら、それでも喫煙を選択してしまうのだと言える。現在の利得を大き

く見積もる傾向について、将来の不確実性や、今目の前にある利益を我慢できないことによって生じると考

えられる。このことから、時間割引率を用いて、言語的には測定が困難である、被虐待経験を持つ子どもの

時間や、将来に対する感覚、主観的な将来の不確実性を測ることを試みた。 

本研究では、被虐待経験を持つ子どもの時間割引率を測定し、虐待を受けていない子どもと比較を行い、

その時間的な認知の特徴を明らかにすることを目的とする。虐待を受けた子どもは、受けていない子どもと

比べて時間割引率が大きいことが予測される。  
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第 2節：方法 

 

参加者： 

統制群：日本国内の普通学級に在籍する児童 45 名(男児 27 名、女児 18 名、平均年齢 12.69 歳(sd=2.9; 

7-18歳))。被虐待経験の有無、発達障害等の有無については詳細なアセスメントを行っていないが、全員が

回答時点で日本国内の小学校・中学校・高等学校の普通学級に在籍しているものであるため、通常学級に

適応できないほどの明確な発達上、行動上の困難を抱えている者はいないと考えられる。 

被虐待群：被虐待経験を持つ児童 27 名(男児 14名、女児 13名、平均年齢 11.81 歳(sd=3.2; 6-18 歳))、う

ち北海道内の児童福祉施設でリクルートしたもの 14 名、福井県内の医療機関でリクルートしたもの 13 名。

医療機関でリクルートを行った者については、発達障害やその他の精神疾患、神経疾患の併存がないこと

が医師によって確認されているが、児童福祉施設でのリクルート分については、制度上の問題により発達障

害のアセスメントを行うことができなかった。統制群と被虐待群との間に年齢及び性別比の有意な差はなか

った（年齢：t(70)=1.4, p=.17、性別：p=.50）。 

 

統制群については全員が自宅養育であり、本人及び保護者の同意を得た。被虐待群については本人及

び家庭養育の者は保護者（里親を含む）、施設養育児については施設長の同意を得た。研究は北海道大

学大学院教育学院及び福井大学医学部の倫理委員会で承認を得て実施された。 

 

課題： 

Kirbyの時間割引率 

時間割引率については、金銭報酬を利用した質問紙によって計測した。割引率は、異なる時間にもらえ

る報酬を比較し、どちらを選択するか、例えば、「今すぐもらえる 180 円と 150 日後にもらえる 20,000 円のど

ちらを好ましいと思うか」、といった選択を金額と時間を変えて繰り返し行うことによって測定する。計算方法

には様々な手法があるが、今回は対象が児童であり、質問項目の多さによる負荷を軽減するため、少ない

問題数で効率よく分析することができる Kirby et al. (1999)の質問項目を用いた。報酬額が大きくなるにつれ

て、割引率は低下することがわかっている（マグニチュード効果）。そのため、課題は報酬額によって、小額

条件、中額条件、高額条件の 3 つに分かれている。課題数は、それぞれの条件ごとに 9 問ずつ×3 条件の

27 問に加え、ダミー課題の 2 問を加えた 29 問から構成されている。割引率については、小額条件・中額条

件・高額条件のそれぞれの中で一貫した回答を得られないと正確な計算ができないため、計算ができない

場合が存在する。統制群において 3 条件すべてで割引率を算出できたのは 35 名、3 条件のうち 1 条件で

算出ができなかった者が 5 名、2 条件で算出できなかった者が 3 名、すべての項目で算出が不可能であっ

たものが 2名であった。被虐待群では、3条件すべてで算出できたものは 14名、1条件が算出できなかった

者が 5 名、2 条件で算出できなかった者が 3 名、すべての項目で算出が不可能であったものが 5 名であっ

た。平均割引率は、計算できた条件の割引率を用いて算出したため、3 条件の平均となっているものが 49

名、2条件の平均となっているものが 10名、1条件の割引率を平均として用いたものが 6名となっている。小

額条件は被虐待群 15名、統制群 38名、中額条件は被虐待群 22名、統制群 41名、高額条件は被虐待群

18 名、統制群 39 名分について分析を行った。この計算不能であった条件数について、時間感覚の一貫性

の程度を反映していると考え、分析に用いた。 
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その他、認知傾向の指標として、日本語版AQ-C(若林ら, 2007)を用いた。統制群では 11名、被虐待群で

は 2名に AQ-Cの欠損がみられた。統制群の平均値は 11.82(sd=4.8)、被虐待群の平均値は 22.44(sd=7.0)

であり、2群間に有意な差がみられた(t(40)=6.5, p<.001, d=1.82)。 
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第 3節：結果 

 

 

図 3群別平均割引率 

 

3条件および平均割引率の群別の平均を図 1のグラフに示す。3条件すべてに回答できた者が少なかっ

たことから、それぞれの条件における群間の差の分析は t 検定で行った。t 検定の結果、高額条件において

のみ、統制群と被虐待群の間に有意な差がみられ、被虐待群の方が高い割引率を示した(t(19)=2.4, p=.029, 

d=.89)。また、中額条件(t(27)=1.7, p=.096, d=.55)、平均割引率(t(25)=1.9, p=.066, d=.63)において、有意傾

向の差がみられた。小額条件では有意な差はみられなかった。計算不能だった条件数の平均は、統制群は

0.38(sd=0.81)、被虐待群は 0.96(sd=1.19)であり、被虐待群が統制群と比べ有意に多かった(t(40)=2.3, 

p=.029, d=.60)。 

続いて、群内で報酬条件間の割引率に差があるかを検討するために反復測定を行った。統制群では条

件間に差がみられ(F(1.4)=3.8, p=.04, r=.86)、小額条件と中額条件の間に有意傾向の差が(p=.079)、小額

条件と高額条件の間に有意な差がみられ(p=.037)、金額が高くなるにつれ割引率が低下するマグニチュー

ド効果がみられたが、被虐待群において、条件間の有意な差はみられなかった(F(1.5)=2.4, p=.13, r=.79)。 

群ごとに条件別の割引率と年齢の相関係数を算出したところ、両群共にいずれの条件においても年齢と

の相関がみられなかったが、算出不可能だった条件の数と年齢の間には有意な負の相関がみられた（統制

群：r=-.44, p=.002、 被虐待群：r=-.48, p=.011）。また、被虐待群において算出不可能だった条件の数が多

い傾向がみられていることから、全体において、虐待の有無を統制した偏相関分析を行った。その結果、虐

待の有無を統制しても算出不可能だった条件の数と年齢の間には有意な負の相関がみられた (r=-.46, 

p<.001)。逆に年齢を統制し被虐待経験の有無をダミー変数とし、(有：1、なし：0)この値と算出不可能条件数

の間の偏相関分析を行ったところ、有意な偏相関がみられた(r=.25, p=.036)。このことから、年齢と虐待の有

無の両方が、算出不可能だった条件の数に対して有意な効果を持っていることが示された。 

自閉症傾向の影響を検討したところ、高額条件において AQ-C との間に正の相関がみられたが(r=.38, 

p=.01)。しかし虐待の有無を統制した偏相関分析では AQ-C との間に有意な相関はみられず(r=.23, p=.18)、

逆に AQ-Cを統制した偏相関分析において、被虐待経験の有無と高額条件の割引率の間に有意傾向の相

関がみられたことから(r=.25, p=.06)、この相関は被虐待群が統制群と比べて AQ-C と高額条件の割引率が
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共に有意に高いことによるものであり、AQ-Cは時間割引に有意な影響を与えてはいないと考えられる。 
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第 4節：考察 

 

時間割引率に被虐待経験が与える影響を検討したところ、高額条件において被虐待経験は割引率を高

める効果を持つことが示された。また、統制群においては報酬金額の条件によって割引率に差がみられ、金

額が大きくなるにつれ割引率が低下するマグニチュード効果がみられたが、被虐待群においてはこのような

報酬の大きさの差による効果はみられなかった。本研究において被虐待児が示したこれらの傾向は ADHD

の児童と定型発達児を比較した先行研究(Paloyelis et al., 2010)において ADHDの児童が示したものと似た

結果であった。このことから、被虐待児においては、行動面だけでなく認知的な判断においても、ADHD に

類似した衝動的、短期的な傾向がみられることが明らかになった。第 2 章において、被虐待児が自閉症とよ

く似た対人関係の有り方を示すものの、その認知的な基盤は異なっていることを、AQ-C の得点傾向によっ

て示した。しかし少なくとも時間的な感覚については、実際の行動面だけでなく認知面でも ADHDに似た傾

向がある程度みられているといえる。ADHD は先天的な生物学的要因によって神経に生じる障害であり、被

虐待経験のような後天的な要素によって生じるものではない。にもかかわらず、表に出る行動だけでなく、同

様の認知的な傾向がみられるのは何故だろうか。割引率以外に虐待の影響がみられた項目に、計算不能

であった数があった。割引率が計算不能であった数については、被虐待経験の有無、年齢の両方が有意な

効果を持っており、被虐待群の方が多く、いずれの群でも年齢が上がるに応じて減っていくことが示された。

この点から、一貫した時間感覚は成長に応じて徐々に獲得されるものであることを示唆しているほか、被虐

待経験は健全な時間感覚の獲得を妨げる、あるいは遅らせる効果があるのではないかと考えられる。これに

ついて、レノア・テアは、精神的トラウマは子どもの未来の感覚を破壊し、将来に対する信頼を打ち砕くと述

べている(Terr, 1992)。村瀬 (2005)は、子どもの時間感覚の獲得について、幼少期に心地よい人間関係を

経験することによって「この心地よさは継続していく、今日の平安な時は明日も、いや未来に向かって続いて

いくであろう、という暗黙の連続性、継続性の感覚を持つようになる」一方で、不適切な扱いを受けた子ども

については「子どもが自分の存在を虚ろなものと感じ、自信が持てないときには、未来に対する展望を具体

的にいきいきと描くことは難しい。目前の瞬間、刹那の満足で、虚ろさを紛らわせることになる。したがって、

今に大人になったら、とか大きくなったときのために、という言葉は、未来の時間感覚が乏しい子どもには響

いていか」ず、「時間は不連続なもの、今の一瞬の平穏が続くという保障は経験的に全く考えられないことで

あり、今しかない、という感覚を持っていて、先を見据えた約束など、おぼつかなく守ることは難しい」と述べ

ている。このように、重大なトラウマ経験による未来の展望を断ち切られる体験や、安心感の継続感を持てて

いないことが、一貫した時間的な展望の獲得を妨げるのではないだろうか。PTSD の症状にみられる再体験

も、時間的統合の分断である。西澤 (1997)は、自らの処理能力を超えるような強烈な体験から身を守るため

に、その記憶を瞬間的に冷凍するが、それは瞬間冷凍であるため記憶の鮮度がずっと変わらずに保たれ、

何らかの理由で解けた場合、それが非常に生々しいかたちで心の中に侵入してくる、と述べており、虐待と

いうトラウマを受けた子どもは、体験する感情状態の激しさによって、時間軸の連続性が断ち切られていると

考察している。これは、ある時間がその個人の歴史の中であるべき場所に位置付けられていないということで

あろう。虐待を受けた子どもには、解離症状がよくみられる。これは、暴力などの、非常につらい経験を、自

分の体験から切り離すことによって自分の精神を守っていることから生じる。つまり、自分の一部とするには

あまりにもつらい時間を自分の時間から切り離してしまうのである。これによって、子どもたちの人格からその

体験は切り離され、そうすることで自分の精神を守っているが、しかしこれこそ時間感覚の連続性の分断で

あり、このような経験は適切な時間感覚の獲得を妨げているだろう。普通、人の現在は、連続していた過去
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の積み重ねの上にある。思い出によって、或いは楽しかったか、退屈だったかなどによってその重みに差は

あるが、それぞれの個人の中で、これまで重ねてきた時間は一直線に繋がるはずのものである。しかし、解

離を引き起こすようなつらい経験によって分断されることによって、時間は統合を失ってしまうだろう。そのこと

が、安定した時間感覚や、現在の先にある未来に対する感覚を破壊し、その発達を妨げるのではないだろう

か。さらに、転居や親の失業、離再婚などによる養育者の変更など、生活すべてが変わるような大きな変化

の多い状況では、それぞれの過去の出来事の繋がりに、一貫したストーリーを与えることが難しいことが考え

られる。更に、日本では虐待を受けて保護された子どもは施設養育となるケースがほとんどであるが、このよ

うな施設では職員は常に子どもたちとともに暮らしているわけではないことがほとんどである。職員には休み

があり、シフトがあり、常に施設にいるわけではない。更に、退職などによって、二度と会えないことさえ容易く

起きうる。このような状況では、普通の家庭ではあるはずの生活の一貫性が得られないことになる。 

更に、虐待という、家ですら常に危険に晒される環境で育った子どもたちは、常に警戒状態であることは

多くの臨床家が述べている(杉山, 2007; 中垣, 2011)。このような状況においては、常に目の前の危険に対

処することに認知的なリソースを費やすこととなり、将来的な展望を描く余裕などないだろう。それだけでなく、

そもそも絶望感は将来に対する見通しを奪うのではないか。たとえば、中学生がいじめを苦に自殺をすると

いう事件は毎年何件も起こる。客観的に見れば中学の人間関係は長くても 3 年で断ち切ることができるよう

に思えるが、しかしいじめに遭っているその間は、その苦しみが終わるという客観的には現実的な未来を想

像できなくなり、あるいは、将来の希望的な展望を描けなくなり、命を絶つに至ってしまうのではないだろうか。

このような将来の見通しの喪失や、一貫した時間感覚の獲得の遅れが欠損値の多さに、時間感覚の発達の

遅れや歪みによって将来の見通しを描きづらいことや報酬よりもとにかく今を生き延びることで精一杯である

ことがマグニチュード効果のなさと高い割引率に表れているのではないだろうか。そして、将来の価値を低く

見積もってしまうことは、将来の展望のために計画を立てる、我慢する、努力する、といったモチベーションの

低さとも繋がり、彼らを刹那的、衝動的な行動に走らせるのではないだろうか。大昔の経済学者であるスコッ

トランドの経済学者、ジョン・ローは資本蓄積に影響する心理的要因として、子孫に資産を残すという遺産動

機、長期的な視点から未来を見越した自制心、健康、職業、天候などに影響される寿命の不確実性、今す

ぐ消費することによって得られる満足の切迫度を挙げている。未来を見越す自制心の弱さや寿命の不確実

性の高さは被虐待児において一般家庭よりも多くみられることが予測され、また、今すぐ消費することによる

満足の切迫度についても、満たされた経験の少ない被虐待児が、物品や食べ物や性的快楽、あるいはアル

コールや薬物といった物質的なもので欲求を満たそうとすることは多く述べられている。ローが述べたような

要因はそれぞれ、被虐待児においては資本蓄積のモチベーションを下げる方向に当てはまっていると言え

よう。虐待を受けた子どもたちが将来貧困に陥りやすい要因には、このような特性によって、資本を蓄積でき

ないこともあるのではないだろうか。また、この資本は経済的なものだけに留まらないだろう。人間関係や自

分の健康なども資本の一種である。長期的な人間関係の維持や健康などではなく、短期的な利益を目的と

するような刹那的な人間関係の構築や、薬物濫用などの、将来の健康を犠牲にして現在の快楽を得るよう

な行動に出てしまうことも、このような要因と関連しているのではないかと考えられる。そしてそのことは、時間

割引率と算出不可能だった数によって示された時間感覚の傾向と一致しているのではないか。 

本研究ではこのように、時間割引率と算出不可能だった数によって、被虐待経験を持つ子どもの時間感

覚の獲得の困難、あるいは時間の連続性の分断と、将来の不確実性の認知や衝動性の高さが示唆された。

しかし、時間割引率は不変ではなく、個人の中でも変化することが示されている。たとえば、禁煙を開始した

喫煙者を対象とした研究において、禁煙に成功した者は時間割引率が低下し、逆に失敗した者は禁煙挑
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戦前よりも上昇することが示されている(依田, 2010)。このように、経験によって将来の報酬を割り引く傾向は

変化しうることから、彼らの未来に対する感覚も、経験や学習によって改善するという希望が持てるのではな

いだろうか。そしてその一見わかりにくい、時間感覚や将来の展望を描く能力の発達・回復の指標として、時

間割引率を用いることができると期待される。 

 

問題点と今後の展開 

本研究では被虐待経験を持つ児童と被虐待経験のない普通学級に在籍している児童について比較検

討を行った。その結果、被虐待児は統制群と比べて割引率が高く、マグニチュード効果が見られないという、

先行研究において定型発達児と ADHD 児の間に見られたものと同様の差異がみられたが、本研究では被

虐待児と ADHD児の直接の比較は行っていない。また本研究では、被虐待経験を持つ児童の約半数にお

いて、発達障害の併存についてのアセスメントを行うことができなかった。子どものADHDは虐待を誘発する

リスク因子であることから、統制群と比べて ADHD の割合が高いことが結果に反映されている可能性も否定

できない。今後、アセスメント率を 100%とし、先天的なADHDの影響を統制した検討を行う必要がある。また、

先行研究において、ADHDに関連する遺伝子の多形と割引率の関連を検討したものがある(Paloyelis et al., 

2010)。ADHD児に限ってDAT1の多形が割引率に影響しており、またADHDの有無に関係なく COMTの

多形が割引率に影響していることから、被虐待児と虐待を受けていない児童、及び ADHD の児童において、

遺伝子多形の割合に差があるか、また、それらが割引率に影響を与えているか検討する必要があるだろう。

それは、ADHD が割引率に及ぼす影響のみならず、衝動性の高さと虐待の関連を明らかにすることにも繋

がると考えられる。ADHD では遺伝子多形が影響を与えていることから、ADHD による割引率の高さには後

天的な要因よりも生物学的な要因が大きく関わっていると考えられるが、被虐待児においてこの遺伝子多形

に差がみられなければ、虐待を受けた子どもの割引率の高さは、先天的な要因ではなく、虐待を受けたこと

によって生じたといえるだろう。 

更に、本研究では算出不可能だった数を検討することによって、被虐待児が虐待を受けていない児童と

比べて、一貫した時間感覚の獲得に困難があることを示した。この点について、被虐待経験を持つ児童とは

生物学的な基盤の異なる衝動性を持つと考えられる ADHD の児童ではどのような特徴を持つのかを示し、

被虐待児、虐待を受けていない定型発達の児童との比較を行うことで、衝動性だけでなく、時間感覚の発達

的獲得についての検討を行っていきたいと考える。ADHD の児童の示す衝動性や報酬に対する感覚は生

物学的なものであると考えられるが、虐待を受けた子どもの一貫した時間感覚の獲得の遅れが、トラウマティ

ックな経験による時間感覚の統合のとれなさや、変化の多い成育環境による、将来の見通しの立たなさによ

るものであるならば、安定した家庭で育った ADHD の子どもは、時間感覚の一貫性については、被虐待児

よりも安定した結果を示すのではないかと予測される。そのため、被虐待経験や成育環境が時間感覚の獲

得、発達、そして時間的な一貫性に及ぼす影響を検討するためには、ADHD の子どもとの比較を行うことが

必要である。また、判断時の脳活動や、報酬に関わる脳部位の容積を fMRI 等の装置で測定し、それぞれ

の特性や、神経学的、認知的にどのような段階で困難が生じているのかを明らかとすることを、今後目指して

いく。それにより、彼らの衝動性を制御して長期的な生活の質を向上させる一助となることを目標とし、更に

彼らの未来に対する感覚が、どのようにして獲得されていくのか、そして保護されて安定した環境で育つこと

によってどのように変化・回復していくのかの道筋を明らかにする手掛かりとなることを目指す。 
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第 4章 

総合考察 
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第 1節：各章の結果のまとめ 

 

本研究では、虐待を受けた子どもによく見られる認知的な特徴を明らかにすることを目的とし、3 つの側面

から検討を行った。 

第 1 章では、虐待を受けた子どもの他者の表情理解の困難さについて、複雑な表情をどのように理解す

るのかを検討することで、彼らの表情理解の特性を明らかにすることを目的とした。目からこころを読むテスト

という、他者の複雑な表情を読みとる課題を用いて、虐待を受けた子どもが、どのように他者の表情を理解

するのか検討を行った。その結果、虐待を受けた子どもは、一般家庭の子どもと比べ、ポジティブな表情

（e.g., 幸せな気持ちでいる等）の読み取りに困難がみられることが示された。ネガティブな表情（e.g., 悲しい

気持ちでいる等）やニュートラルな表情（e.g. 考え事をしている等）では、そのような差異はみられなかった。

このことから、虐待を受けた子どもは、他者の笑顔などの表情を、ポジティブなものだと理解する事に困難が

あることが示された。なぜポジティブな表情の理解に困難にみられるのかについて、虐待を受けた子どもは

親からポジティブな表情を向けられたことが少ないためにポジティブな表情について学習が十分に行われて

いない可能性や、人間は他者の感情を自らの体性感覚を通じて理解する(Wilson, 2002)ことから、ポジティ

ブな感情を経験したことが少ないために、他者のポジティブな感情を理解することに困難がある可能性につ

いて考察を行った。 

第 2 章では、自閉症スペクトラム障害のある子どもと類似した対人コミュニケーションの困難を示す事が多

いと言われる虐待を受けた子どもの認知的な特性を自閉症傾向尺度（AQ-C）によって測定し、一般家庭の

定型発達の児童と自閉症スペクトラム障害のある児童と比較することを試みた。AQ-C はそれぞれ異なる認

知的な要素に着目した 5 つの下位尺度（社会的スキル、コミュニケーション、想像力、細部への注意、注意

の切り替え）で構成されている。そのうちコミュニケーション、社会的スキル、注意の切り替えに関わる 3 つの

項目では虐待を受けた子どもは自閉症スペクトラム障害のある子どもと類似した結果を示したが、想像力の

項目は自閉症スペクトラム障害のある子どもと一般家庭の定型発達の子どもの中間の得点であり、細部への

注意の項目では定型発達の児童と同じ傾向を示した。虐待を受けた子どもは自閉症と類似した対人コミュニ

ケーションの困難を示すことが多いと言われるが、AQ-C の得点傾向は下位項目によって異なった特徴を示

し、定型発達の子どもとも自閉症スペクトラム障害のある子どもとも異なる独特のパタンを示した。この結果か

ら、虐待を受けた子どもは、他者の感情を想像する能力そのものには自閉症のある子どもほどの困難はみら

れないが、実際のコミュニケーションにおいてはそれを適切に活かすことができない状態にあるのではない

かと推測した。 

第 3 章では、虐待を受けた子どもの時間的な感覚を時間割引率を用いて考察した。その結果、虐待を受

けた子どもは定型発達の子どもよりも高い割引率（遅延した報酬に対する価値の割引が大きい）を示し、マグ

ニチュード効果（受け取る報酬額が大きくなるにつれて割引率が減少する傾向）が見られないという結果を

示した。また、質問項目への回答の一貫性が低いという結果も見られた。これらの結果から、虐待を受けた

子どもは衝動性が高く（近視眼的な傾向が高い）、また将来の不確実性を強く感じており、時間感覚の獲得

に遅れがあることが示唆された。このような特性には、虐待を受けてきた子どもたちの安心感の持てなさや、

家庭環境の変化の大きさなどが影響しているのではないかと考察した。 

以上のように、虐待を受けた子どもは、本研究で使用した 3 つの課題や質問紙すべてにおいて、虐待を

受けていない子どもに比し有意な差がみられ、虐待を受けた子どもには、虐待を受けていない子どもとは異

なる認知的な特徴を示すことが、客観的な指標によって示唆された。これまで臨床場面で検討されてきた虐
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待を受けた子どもにおける特徴を定量的に明らかにするという試みは一定の成果を収めたといえるだろう。 
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第 2節：虐待を受けた子どもによくみられる特徴と、発達障害との類似と差異 

 

本研究によって示された虐待を受けた子どもの他者の表情理解の困難やコミュニケーションに関わる指

標の傾向は、自閉症スペクトラム障害がある子どもの傾向に類似しており、衝動性の高さや一貫した時間感

覚の獲得の遅れは、ADHD に類似した傾向ともいえる。実際、自閉症スペクトラム障害の子どもでも他者の

表情の理解に困難があることは過去の先行研究で度々報告されていることである（Baron-Cohen et al., 

2001）。また、ADHD の子どもを対象とした研究において、ADHD の子どもは定型発達の子どもと比べて時

間割引率が高く、マグニチュード効果がみられないという結果が示されている(Paloyelis et al., 2010)。これら

の結果は、虐待を受けた子どもが、コミュニケーションの困難や、衝動的な行動といった発達障害とよく似た

行動や状態像を示すという臨床現場での知見と一致したものであると言える。 

臨床現場において類似していると報告されてきた自閉症スペクトラム障害などの広汎性発達障害や、

ADHDといった先天的な発達障害のある子どもたちにおいてよくみられる、他者の表情から相手の感情を読

みとることの困難、コミュニケーションにおける困難、衝動的な傾向などの傾向が虐待を受けた子どもにもみ

られることを、客観的な指標を用いて示すことができたのは本研究の大きな成果であると考えるが、虐待を受

けた子どもにみられた特徴は、必ずしも発達障害と完全に一致するものではないことも同時に明らかになっ

た。 

第 2章で行った自閉症スペクトラム障害のある子どもとの比較では、AQ-Cの下位尺度別に行った分析の

結果、虐待を受けた子どもは、定型発達の一般家庭の児童とも自閉症スペクトラム障害のある子どもとも異

なる傾向を示し、その単純な中間であるというわけでもなかった。また、 Uono ら (2011) による研究によって

自閉症スペクトラム障害のある人は、Ekman の基本情動画像を用いた検討によって、恐怖表情の判断に困

難が見られることを示した。この結果は、虐待を受けた子どもは、ネガティブ表情に関する理解は問題ないと

いう本研究結果とは異なる結果である。このことから、他者の表情理解においても、同じく表情理解が苦手で

あり社会性に困難があるとされる自閉症スペクトラム障害がある者とは異なる特徴を示していることが推測さ

れる。 なぜこのような傾向が生じたかについては、次節にて考察を行う。 

本研究からは、虐待を受けた子どもが示す特徴は一見、発達障害とよく似ていても、その傾向には違いが

みられることが明らかになった。この結果は、生得的な要因がその特性に大きく関わっていると考えられる発

達障害のある子どもと、被虐待経験を持ち、発達障害様の症状を示す子どもへの、適切な支援や、目指す

べき治療目標の構築に対して、有益な情報となるのではないかと考える。 

本調査の実施後、協力施設に結果のフィードバックを行ったところ、当該施設からは、本研究で示された、

虐待を受けた子どもには他者のポジティブな表情の理解に困難があるという結果について、納得できるとい

う評価を得た。このことからも、子どもたちの特性や認知傾向を測る上で、本研究で用いた手法が有効であ

るといえる。それぞれの子どもたちに接する際に、彼らの認知的な特徴を理解するための手がかりや、毎日

接していると気付かない緩やかな変化や回復の積み重ねを測る指標として利用することができるかもしれな

い。それは、今後の支援方法の検討や、支援者らや里親の育成・指導において極めて重要であるといえよう。

その意味で、これまでに臨床場面で示されてきた知見をまとめ、それを定量的な指標を用いて検討し、虐待

を受けた子どもによくみられる状態像を描くという本研究の目的は、ある程度果たせたといえる。 
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第 3節：なぜこのような特徴が生じたのか 

 

本研究によって示された、虐待を受けることによって形成された独特の認知傾向は、どのような要因によっ

て生じたのだろうか。第一章において、虐待を受けた子どもが示した表情理解に関して、３つの可能性をあ

げ検討を行ったが、本節では、自閉症傾向、時間割引傾向の２つの課題で示された結果も含めて総合的に

考察を行う。 

 

第１項：社会的な学習の不足 

第一の可能性として、社会的な学習の不足が考えられる。私たち人間は、発達する過程で他者の様々な

表情に触れ、他者と関わることによって、他者の表情の意味を学習していく。子どもであれば、自身へ向けら

れた親の表情と行動を観察することで、他者の笑顔はポジティブな帰結を生じ、他者の怒り顔はネガティブ

な帰結を生じさせることを学んでいく。このような学習を続けていくことで、人間は他者の気持ちを推測し、他

者への接し方を調節していく。しかし、虐待を受けた子どもの家庭は、必ずしもそのような関係は形成されて

いないのかもしれない。虐待家庭において、母親が笑顔であっても、子どもにとってはネガティブな状況が

生じることは大いにあり得るだろう。そのような状況が長く続いた場合、子どもは、他者の笑顔はポジティブな

気持ちのサインであるということを学習することができないと考えられる。この可能性は、虐待を受けた子ども

は、他者のポジティブな表情の理解は苦手であるが、他者のネガティブな表情の理解には問題が見られな

かったという本研究で示された結果からも、強く支持することが出来る。つまり、虐待家庭においては、ネガ

ティブな表情とネガティブな帰結は関連を示すが、ポジティブな表情はネガティブな帰結と関連を示すことが

多いため、前者は強く学習することができても、後者は学習できなかったという分けである。 

自閉症傾向の対人場面に関わる認知能力も同様のことが指摘できる。虐待家庭では親などの主たる養育

者と子どもの間のコミュニケーションが歪んでおり、不十分であると考えられる。あるいは不十分であるばかり

でなく、家庭そのものが周囲から孤立しがちであり、また、親自身も虐待を受けていたことが多いなど、祖父

母や親戚などとも疎遠であることが多い。そのため、一般の家庭であれば出会う、親の知人や近所の住人、

親戚といった養育者以外の大人や、同年代の子どもと接触する機会も少なくなるだろう。このような環境では、

他の子どもと比べて他者と良好な関係を構築するためのコミュニケーションの方法や、社会的なスキルを学

習する経験が量的にも質的にもかなり乏しいことが予想される。そのことは、AQ-C において、コミュニケーシ

ョンや社会的スキルの得点で虐待を受けていない子どもと比べ困難を示すことに表れていると考えられる。さ

らに他者との交流が少ないことは、対人場面の適切な行動の学習が少なくなるのみならず、その他の家庭で

の対人関係のあり方を観察する機会もないため、自らと親との関係性が不適切であることに気付くこともなく、

その他の大人らとの間に適切な関係を築くチャンスも減ってしまうだろう。その結果、不適切な学習が強化さ

れることに繋がってしまうと考えられる。 

社会的な学習とも少なからず関連するが、虐待を受けた子どもは常日頃ポジティブな感情を喚起する経

験が少ないことも、他者のポジティブな感情理解の困難の原因の１つであると考えられる。人々は他者の感

情を理解する方法として、自身が感じている感情を手がかりにして他者の感情を理解しているという考え

（embodied theory; Willson, 2002）がある。虐待を受けた子どもで考えてみると、ポジティブ感情の経験の少

なさによって、自身のポジティブな感情の学習が不足しており、そのため他者のポジティブな感情の理解に

困難を生じさせているということは十分に考えられるであろう。 
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第 2項：虐待家庭という環境への適応 

第二の可能性として、「歪んだ」学習の積み重ね、つまりは虐待という「危険な環境」への「適応」が考えら

れる。虐待を受けた子どもが示す認知の特徴は、虐待という歪んだ環境で生き抜くためには適切な特徴と言

えるかもしれない。たとえば、虐待を受けた子どもにおいてよく見られる解離という病的な状態は、元々は受

け入れがたいトラウマ的体験を意識させなくすることで本人の精神を守るという適応的な理由から発生したも

のと考えられる(西澤, 1997)。同様に、一般的には病的である、異常であるとみなされる状態であっても、自

身が置かれている環境への適応の結果生じていると考えられるものは多く見られる。友田 (2012)は被虐待

児には脳形態の異常がみられることを報告しているが、影響を受ける脳部位が虐待の種別によって違うこと

から、トラウマ体験を回避するためにそのような形態になるに至ったのではないかと指摘している。例えば、

暴言虐待では聴覚野の発達が虐待を受けていない子どもと比べて悪いが、これはトラウマとなるようなことを

「聞く」のを回避したあらわれではないかと考えることもでき、慢性的に続くトラウマ的体験から自分を守るた

めに、脳が発達する過程でこのように形成されていく可能性も考えられる。虐待を受けた子どもが示す、怒り

表情への敏感さや、結果としてその他の表情の誤認に繋がっていることが推測される表情を怒りだと解釈し

やすいという傾向は、いつ暴力に晒されるかわからない危険な環境においては、危険を素早く察知し、身を

守ることに役立つ。また、被虐待経験を持つ人は性的に早熟であり、結婚や出産年齢が早い(Herrenkohl et 

al., 1998)。これは、危険に満ちた世界において、できるだけ早く多く子孫を残そうという生物としての戦略で

あるとも考えられる。虐待を受けた子どもは常に警戒状態にあることが多いといわれる(中垣, 2011; 杉山, 

2013)。McEwen(2002a; 2002b; 2002c)は、ストレス反応系の過度な活性化は長期的に見ると病気の危険性

を高め、精神的トラブルを引き起こし、老化を早めるという仮説を立てている。しかし少なくとも、現在の危険

が多い状況を乗り切るためには周囲に対しての警戒の度合いを高め、危険に常に敏感に反応できる体制を

整えていることが、生存には有効であるとも主張している。このように考えると、虐待を受けた子どもが示した

時間割引率の高さ（衝動性の高さ）は、虐待環境への適応の結果、形成された特徴であるとも考えることが

できるかもしれない。 

しかし、たとえ虐待家庭という環境への適応として形成された認知傾向であっても、そのような傾向は、長

期的な視野で見ると本人に大きな困難をもたらすだろう。トラウマを回避する目的によって生じた脳機能の低

さは、直接的に能力の低さと結びつくと考えられる。短期的な生存戦略によって今この場を生き抜き、子孫を

多く残すことができても、乱婚状態や早婚や若年での出産は、人間が社会的に成熟するには長い時間を必

要とする現代の社会においては非常に不利な結果をもたらすだろう。子どもを持つことへの社会的、経済的

な準備は整わない年代のうちに妊娠、出産することで、社会的、経済的にも、精神的にも未熟なまま親とな

ることとなる。このような未熟さは貧困や子育ての困難、周囲からの冷たい目など多くの困難と結びつく。更

にそのような生存戦略は長期的な健康や安定を犠牲にしたものであることは上に引用した通りである。また、

他者の表情を怒りであると認識する、つまりは自分に対する攻撃性を示すサインであると解釈しやすいこと

は、危険ではない状況においては誤解の元であり、対人トラブル、そして、その結果として社会的な孤立を

招くだろう。虐待という環境への適応によって獲得した様々な特徴は、虐待の連鎖に繋がっていくと考えられ

る。虐待の加害親に多くみられるリスクはいくつも発見されているが、その多くがこれまでに述べたような虐待

環境に対する適応によって引き起こされうると考えることができるものである。例えば、貧困、若年での出産、

不安定な婚姻、精神疾患を含む親の病気、衝動性などは、虐待を引き起こすリスク因子として知られてい

る。 
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第 4節：本研究の限界と今後の展望 

 

第 1項：本研究の限界 

本研究では、虐待の種別、虐待を受けた年齢（時期）や期間などの情報を得ることが、制度上の問題によ

り不可能であった。受けた虐待の種別によって表情理解のパタンが異なっているという先行研究(Pollak et 

al., 2002)や、虐待の種別によって脳の異なる部位が影響を受け、また影響を受けやすい臨界期がある(友

田, 2011)ことから、このような要素を検討に加えることは本来必須である。また、子どもの発達に影響があるこ

とが示されている社会経済的地位（SES）についての調査も行うことができなかったほか、知能や発達障害、

精神疾患の併存の有無という、課題成績に大きな影響を及ぼすと考えられる児童の状態についても、アセス

メントを行うことができなかった。これらの情報は、諸外国での量的研究では、認知能力や発達に与える影響

を検討されていることが多い内容であり、本研究ではこの点を欠いている。 

しかし、日本において、臨床目的以外でこれらの情報を得ることは、ほぼ不可能な状況であり、また、要保

護児童の 9 割が施設養育であるという現状において、調査協力者を確保するのは極めて困難であった。こ

のように制限の多い中で、一定以上の規模で定量的指標を用いた研究を行い、これまで明らかにされてこ

なかった、日本の虐待を受けた子どもの認知特性を明らかにしたことには意義があるといえるだろう。 

 

第 2項：臨床での応用の可能性 

虐待を受けた子どもの認知の特徴を示すことに加え、それがどのような要因によって生じているのかを解

明することは、どのようなアプローチが彼らの独特な認知をより社会で生きやすい方向へ変えていくのに役

立つのかを明らかにすることに繋がるだろう。例えば、脳の機能異常が原因であれば、薬剤などを有効に利

用することが効果的であるかもしれない。一方、脳の機能には問題ないが社会的学習の不足や歪んだ環境

に対する適応の結果が原因であるならば、その点に特化した学習プログラムを作成することが役立つかもし

れない。或いは、embodied theory から考えられるように、自分自身の幸福な感情体験の不足が原因である

のならば、「温かいお風呂に入る」「美味しいものを食べる」「快適な温度で眠る」のような、単純で身体的で

わかりやすいポジティブな体験を重ねさせることが、自己のポジティブな感情に対する感度を高め、他者の

ポジティブな感情の理解に繋がり、学習や愛着の形成を促進する早道となるかもしれない。そのようなポジテ

ィブな体験と同時に褒める、笑顔を向けるといったコミュニケーションを頻繁に行うことも、ポジティブな表情と

ポジティブな帰結の間の関連を学習させ、他者のポジティブな表情をポジティブだと理解できるようになるた

めには有効かもしれない。また、そのように安定した環境で安全が保障された日々を経験することで、その安

定が、明日も続くだろうという感覚を持つことができれば、時間的な感覚にも良い影響を及ぼすかもしれな

い。 

このようなことは行動など表に出る様子だけを見ていても明らかにすることができないため、様々な領域と

の連携が必要である。虐待を受けた子どもの姿を見、その姿を描きだし、そして適切なケアを行うには、臨床

家も、基礎的な認知能力について研究する者も、支援者の教育や支援者の支援に関わる者も、脳機能の

検討や薬剤の効果の検証を行うことができる医療従事者も、すべての存在と協力が不可欠である。広い範

囲で連携を行い、さまざまな視点を絡み合わせ、より深く、詳細に検討を行っていくべきである。そして、日

頃異なった視点から、虐待を受けた子どもに向き合っている人々の間での議論を行いやすくするためにも、

客観的な指標によって、虐待を受けた子どもの認知的な特徴を示すことは、ますます重要となるだろう。 
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第 3項：今後の展開 

今回用いたような課題を用いた検討では、認知の傾向や行動、判断について測定することはできても、何

故そのような結果が引き起こされたのかの基盤を明らかにすることはできなかった。また、虐待を受けた子ど

もには虐待を受けていない子どもとは異なる傾向はみられたものの、その因果関係については、課題のみで

は明らかにすることはできない。今後、適切な支援につなげるためにはそれを明らかにすることが不可欠で

ある。虐待を受けた子どもが独特な認知の特徴を示すことに、どのような要素がどのようなメカニズムで関わ

っているのかを明らかにすることは、どのようなアプローチが彼らの独特な認知をより社会で生きやすい方向

へ変えていくのに役立つのかを明らかにすることに繋がるだろう。 

本研究によって示された被虐待経験を持つ子どもの示す独特な認知傾向の基盤を明らかにし、有効な支

援の策定へつなげるためには、様々な領域との連携が必要不可欠である。何故ならば、観察や心理学実験

では表に出る行動や判断のパタンは観測できても、そのメカニズムまでは明らかにすることが困難だからで

ある。例えば、目の前に急に視力が落ちた人がいたとする。観察でわかるのは、その人が目が見えづらいと

いうことや、目が見えにくいという状態によって生じる振る舞いの変化である。何故その人の目が見えにくい

のかは、観察から明らかにすることは難しく、外から見れば同じ「視力が急に落ちた人」であるが、その原因

やメカニズムによって行うべき治療は異なる。例えば、よくある普通の、眼球の機能低下による近眼であるな

ら、眼鏡を作れば良い。しかし、その視力低下の原因が眼球の感染症などであるなら、すぐに治療を開始し

なければならない。脳の視力に関連する領域に腫瘍ができたことで視力が低下しているのかもしれないし、

心因性のものであればカウンセリングや環境の改善が必要だろう。このような場合、原因を明らかにするため

には、眼科医だけでなく、神経科医や精神科医、MRIや CTの技師など複数の専門家が協力する必要があ

る。虐待を受けた子どもの示す認知的な特徴においても、その基盤やメカニズムを明らかにするためには、

生物学的な指標を測定し、それと普段の行動の観察や、認知的な課題の結果を関連させて検討する必要

である。たとえば、表情理解において境界性人格障害の患者やうつ病で、定型発達者とは表情認知能力や

理解のパタンに違いがみられるのみならず、表情を認識している際の脳の活動にも差異がみられる(Fertuck 

et al., 2009; Pincus et al., 2010)。この点から、虐待を受けた子どもにおいても、表情理解の際に、虐待を受け

ていない子どもと比べて脳の活動の違いが関わっている可能性がある。他者の感情理解に困難のある自閉

症スペクトラムのある人を対象とした実験によって、定型発達の成人と自閉症スペクトラムのある人では、コミ

ュニケーション場面で他者の感情を理解する際の脳の働きが異なること、オキシトシンというコミュニケーショ

ンに関わるとされるホルモンを投与することによって感情理解のパタン、脳活動ともに定型発達のパタンに近

づくことが示されている(Watanabe et al., 2014)。虐待を受けた子どもにおいても他者の感情を読み取る際の

脳の活動を測定できれば、どのような段階で表情理解に困難を示しているのかを明らかにする手がかりとな

る他、自閉症との差異の検討や、治療効果の検討を行うのにも有効であるだろう。 

また、表情の認知に関わる脳の領域についても、感情によって、たとえば、怒りや幸せなどの感情を理解

する際に、脳の異なる部位が賦活することが示されてきている。この点から、表情を理解する際の脳の活動と、

どのように理解したかという行動的な指標を組み合わせることで、提示された顔刺激をどのように処理してい

るのかを明らかにすることも可能であるかもしれない。例えば、ポジティブな顔をポジティブだと理解できない

という傾向において、もしもポジティブな顔を見ているときに怒り顔の理解に関わる部位が賦活していれば、

他者のポジティブな顔が怒り顔に見えてしまっていると考えることができる。その場合、ただ表情に対して反

応が鈍い、あるいは学習が単純に不足しているのではなく、なんらかの誤学習が生じていると考えられ、そ

の誤学習を修正するような取り組みが重要になるだろう。時間感覚においては、ADHD のある人を対象とし
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た時間割引の研究において、ドーパミン受容体に関する遺伝子の多型が割引率に影響を与えていることか

ら(Paloyelis et al., 2010)、先天的な生物学的要因が大きな役割を果たしていることは明らかである一方で、

後天的に、例えば禁煙などの要因によって割引率は変動することも知られている。被虐待児において

ADHD と同様の傾向がみられるかを改めて検討するとともに、先天的な要因と後天的な被虐待経験がどの

ように影響を与えているかを検討したい。それらが明らかにされることによって、被虐待児の支援のみならず、

子どもの認知発達はどのような要因に影響されるのかを明らかにすることも期待される。虐待を受けた子ども

の姿を見、その姿を描きだし、そして適切なケアを行うには、臨床家も、基礎的な認知能力について研究す

る者も、支援者の教育や支援者の支援に関わる者も、脳機能の検討や薬剤の効果の検証を行うことができ

る医療従事者も、すべての存在と協力が不可欠である。広い範囲で連携を行い、さまざまな視点を絡み合

わせ、より深く、詳細に検討を行っていくべきである。そして、日頃異なった視点から、虐待を受けた子どもに

向き合っている人々の間での議論を行いやすくするためにも、客観的な指標によって、虐待を受けた子ども

の認知的な特徴を示すことは、ますます重要となるだろう。 

本研究での内容を更に発展させるため、現在、医療機関と連携の上、新たに調査を実施・継続している。

医師と緊密な連携を行い、虐待の種別等の情報を共有し、課題も臨床の一環として行い、結果を主治医と

共有し、臨床や学校、家庭で子どもたちが実際に示している様子も併せて、課題の結果の解釈を試みてい

る。また、現在いくつかの課題について、被虐待による症状を主訴として通院している患者のみならず、発達

障害やその他のトラウマ性疾患の患者にも対象を拡大している。特に虐待以外のトラウマの影響に、現在強

く注目している。虐待を受けることは非常に重大なトラウマ体験であり、しかしそのトラウマ体験はその他の、

例えば戦争や災害、事故や犯罪被害のトラウマとは異なる性質を持つ。被虐待経験は、発達のごく初期から

継続的・慢性的に経験し続けるトラウマ体験である。さらに虐待を受けている子どもたちは傷つけられるだけ

でなく、通常の発達に必要なケアが与えられず、また安全を保障された経験が極めて乏しい。このようなトラ

ウマと、元々は正常な発達をし、養育者との間に十分な愛着がある上での、被虐待経験以外のトラウマ体験

（例、戦争、犯罪被害、災害、事故）とでは、大きな違いがあることが通常予測される。しかし一方で、戦争等

のトラウマ体験によっても被虐待児によくみられるような、刺激の回避のために他者の感情や刺激に対して

鈍くなる反応性麻痺や、過度の警戒心などの過覚醒、様々なアディクション、そして未来に対する信頼の喪

失がみられる。トラウマそのものによる影響と、発達や愛着形成が十分にできていないことによる影響は、そ

れぞれ独立である部分と、複合することによって生じる部分の両者が存在するだろう。被虐待児において支

援者らとの愛着の形成が発達の促進に重要な役割を果たしているという事例もみられる(内田, 2010)ことから、

愛着の形成が様々な認知能力の発達において極めて重要であることは間違いないが、愛着の形成がなさ

れていないことや初期の発達が正常ではなかったことによる困難と、トラウマ体験による困難、そしてその複

合によって生じる困難を弁別することは、治療方法の選択において有効なのではないだろうか。 

このように主治医と緊密に連携しながら研究を行う中で、本人の状態や特性そのもの以外の要素、たとえ

ば、子どもと周囲の人々との関係性の変化や、家族の状況が、子どもたちの課題遂行のパフォーマンスや、

AQ-C のような、他者評定型の尺度には影響を与えているのではないかという仮説を立てた。これは、臨床と

の連携を行うことで得た新たな視点である。AQ-C等の他者評定尺度においては、評定を行う養育者自身の

認知の影響や、子どもと養育者との関係性の影響が否定できない。たとえばAQ-Cのコミュニケーションや社

会的スキルなどにおいて、養育者が子どものコミュニケーション能力について問題視していない、或いは親

とはコミュニケーションが取れているがその他の人物とは取れておらず、そのことに親が気付いていない場合

などでは、同じ状態像であっても、問題視する親と比べて得点が低く出る可能性がある。また、親が精神的・
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経済的に不安定であったり、うつ病等の影響で悲観的になっている場合などには、過度に問題を高く見積も

る可能性もある。この点は特に統制群以上に子どもの養育の困難さというストレスを抱える発達障害群、或い

は在宅の被虐待児において強く影響を及ぼしているかもしれない。このため、養育者の状態や認知傾向に

ついても測定を行い、その影響を検討する必要があるだろう。子どもの認知能力や発達をより詳細に明らか

にするためには、養育者、特に親の特性や状態像を併せて検討する必要が今後あるかもしれない。それに

より、虐待をしてしまった親に特徴的な傾向を引き出すことも期待される。また、被虐待児において、保護後

間もなく AQ-C を測定した場合と、数カ月後に再び測定した場合で、大きな得点の変化を示した例がみられ

た。これは変化の指標として使えることを示唆している一方で、どのタイミングでの測定値を、虐待を受けた

子どもの特徴とするべきかについては今後十分な検討を行う必要がある。虐待を受けた子どもにおいて、保

護後すぐは大人しくしており、しばらくしてから問題行動が噴出するなど、行動の変動がみられるとされてい

ることや、子ども本人の変化だけでなく、生活を共にするようになり、養育者が対象児童についての理解と観

察を深めた結果、その認知の特徴に気付くようになり、数値が変化した可能性もある。ある程度家庭環境の

安定性が見込まれる統制群や発達障害群と異なり、保護や養育者に対する介入的支援も含めた養育環境

の大きな変化に晒されている被虐待児においては、縦断的な研究を行い、成長に伴う変化だけではなく、

保護を含めた介入を行うことによってどのように変化するかを明らかにすることを今後行っていくことを目指

す。それにより、臨床場面において、変化や回復の指標としたり、あるいは有効な介入方法の評定に使うこと

ができることが、今後期待される。また、同一の児童を対象にして縦断的研究を行うことによって、環境の変

化や介入、成長が認知能力の変化に与える影響を検討することができ、虐待を受けた子どもに示される認

知の特徴がどのようにして形成されたのかの原因を解き明かす手がかりにすることができることや、それだけ

でなく、子どもの社会的認知能力がどのようにして形成されるのかを明らかにすることにもつなげていけると

考える。 

また、本研究で使用した３つの課題は、実施にあたり問題数の少なさや所要時間の少なさ、実施の簡便さ

や侵襲性の低さを条件として選んだものであった。このような条件を最重要とした理由については、直接課

題を実施するのは実験課題に通じていない保護者や施設職員であること、家庭や施設で実施するためパニ

ックといったトラブルが起きた場合に専門家が対処、あるいはケアができないこと、課題実施のための時間を

十分にとれないことなどがあった。しかしこのような条件で選んだ、簡便な課題であっても、虐待を受けた子

どもの独特な特性を抽出することができた。今後は、医療機関と連携し、医師や心理士らとの協力のもと、参

加児童の安全を保障した上で、実験者が実施するような専門性の高い課題も実施できる環境を整え、より詳

細に虐待を受けた子どもの特徴やそのメカニズムを明らかにしていくことを目指す。 

このような点も踏まえて、より深く、虐待を受けた子どもの特徴や、経験が認知能力の発達に与える影響を

明らかにしていくことを目指し、現在も研究を継続している。 

 

第 4項：おわりに 

虐待を受けて育ち、発達に大きな遅れや歪みのある子どもであっても、彼らの発達の可能性には可塑性

があり、支援者や養親らと愛着の結び直しを行い、さらに適切な支援をすることによって劇的に回復し得るこ

とは多く示されている(内田, 2010)。彼らの抱える困難のメカニズムや特徴を正確に明らかにすることは、彼ら

を理解し新たな愛着を育む手助けとなり、更にその適切な支援の方法を発展させることにおいて必要なこと

であろう。 

本研究では、虐待を受けた子どもの示す認知的な特徴を、客観的指標を用いて示すことができた。これ
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によって、支援者らが被虐待経験を持つ子どもと接する際の知識や心構えの底上げとなることが期待される。

次の目標として、それらの特徴のメカニズムを解明することによって、もっと根本的な治療や支援の手立てを

開発することに繋げていきたい。 

今後、被虐待児の社会適応に関わる認知能力、及びその生理的・神経学的基盤についてより明らかにな

り、その発達の支援や治療の方法に繋がり、ひいては彼らの社会適応のための助けになることが、筆者の願

いであり、研究の動機である。 
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